
 
 

 

 

 

 

 

VP2120 

プレゼンマトリックスシームレススイッチャー

(クアッドビュー、マルチストリーミング対応)  

ユーザーマニュアル 

本書 日本語マニュアルについて 

この日本語マニュアルは、ATEN International Co., Ltd. が作成した英語版

ユーザーマニュアルをもとに、ATEN ジャパン株式会社が機械翻訳をベース

に作成したドキュメントです。 

日本国内のお客様への便宜を図る目的で公開していますが、用語や表現

は機械翻訳による、表記ゆれなどがございます。 

本マニュアルには、グローバル共通となる英語版を翻訳したため、日本国

内で取り扱いのない製品情報が含まれる場合があります。 

製品の取り扱いや仕様などは日本国内の法規に抵触する内容を除き、基

本的に英語版ユーザーマニュアルが準拠となります。正確性を要する場合

は、本マニュアルは英語版を読む際の補助テキストとしてご利用ください。 

なお、内容に不備や誤りなどがございましたら、お手数ですが ATENジャパ

ン株式会社までお問い合わせくださいますようお願い申し上げます。 
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適合性に関する宣言 

連邦通信委員会(FEDERAL COMMUNICATIONS COMMISSION 

INTERFERENCE STATEMENT) 

本製品は、FCC(連邦通信委員会)規則のパート15に準拠したデジタル装置クラスA

の制限事項を満たして設計され、検査されています。この制限事項は、商業目的の

使用において、有害な障害が発生しないよう、基準に沿った保護を提供するための

ものです。この操作マニュアルに従わずに使用した場合、本製品から発生するラジ

オ周波数により、他の通信機器に影響を与える可能性があります。また、本製品を

一般住宅地域で使用した場合、有害な電波障害を引き起こす可能性もあります。そ

の際には、ユーザーご自身の負担で、その障害を取り除いてください。 

この機器は、FCC規則のパート15に準拠しています。動作は次の2つの条件を前提

としています。(1)このデバイスが有害な干渉を引き起こさないこと、(2)このデバイス

が、予想外の動作を引き起こす可能性のある干渉を含め、すべての干渉を受け入

れなければならないこと。 

FCCによる注意事項 

本コンプライアンスに対する責任者による明確な承認を得ていない変更または改良

を行った場合は、ユーザーの本装置を操作する権利を無効とします。 

警告 

この装置を居住地域で使用すると、電波干渉を引き起こす可能性があります。 

 

HDMI商標に関する宣言 

HDMI、HDMI High-Definition Multimedia Interface、およびHDMIロゴは、HDMI 

Licensing Administrator,Inc.の商標または登録商標です。 

 

 

RoHS 

本製品は『電気・電子機器に含まれる特定有害物質の使用制限に関する欧州議会

及び理事会指令』、通称RoHS指令に準拠しております。 
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ユーザー情報 

オンライン登録 

ご購入の製品は、弊社のオンラインサポートセンターに登録をお願いいたします。 
 

 

電話によるサポート 

電話によるサポートをご希望の場合は、次の番号にお問い合わせください。 
 

インターナショナル 886-2-8692-6959 

中国 86-400-810-0-810 

日本 81-3-5615-5811 

韓国 82-2-467-6789 

北米 1-888-999-ATEN ext 4988 

1-949-428-1111 

 

ユーザーの皆様へ 

製造元は、このマニュアルに記載されているすべての情報・ドキュメント・仕様を、事

前の通知なしに変更する場合があります。製造業者は、本契約の内容に関して、明

示的または黙示的に表明または保証を行わず、特定の目的のための商業性または

適合性に関するいかなる保証も特に放棄します。このマニュアルに記載されている製

造元のソフトウェアは、そのまま販売またはライセンスを受けています。購入後にプロ

グラムに欠陥があることが判明した場合、購入者(メーカー、代理店、または販売店を

除く)が、必要なすべてのサービス、修理、およびソフトウェアの欠陥に起因する付随

的または派生的損害の全費用を負担します。 

このシステムの製造元は、この装置に対して許可されていない変更に起因する無線

やTVへの干渉には責任を負いません。このような干渉の訂正は、ユーザーの責任で

す。 

動作前に正しい電圧設定を選択していない場合、製造元はこのシステムの動作にお

いて被るいかなる損害に対しても責任を負いません。使用前に電圧設定が正しいか

確認してください。 

 

インターナショナル http://eservice.aten.com 

http://eservice.aten.com/
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製品情報 

ATEN製品に関する情報、また、製品に制限なく接続できる方法については、弊社ウ

ェブサイトにアクセスするか、またはATEN販売代理店にお問い合わせください。所在

地と電話番号の一覧については、弊社ウェブサイトにアクセスして、ご確認ください。 

 

インターナショナル http://www.aten.com 

北米 http://www.aten-usa.com 

 

同梱品 

すべてのアイテムが正常に動作しているか確認してください。問題が発生した場合

は、購入元にお問い合わせください。 

⬩ プレゼンマトリックスシームレススイッチャー(クアッドビュー、マルチストリーミン

グ対応) VP2120×1 

⬩ IRレシーバー×1 

⬩ IRリモコン×1 

⬩ 電源アダプター×1 

⬩ クイックスタートガイド×1 

 

  

http://eservice.aten.com/
http://www.aten-usa.com/
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本マニュアルについて 

このユーザーマニュアルは、VP2120に関する情報や使用法について説明しており、

取り付け・セットアップ・操作の方法について解説します。マニュアルは下記のとおり

に構成されています。 

第1章 はじめに：VP2120を紹介します。その目的、機能、利点、および設置に関す

る考慮事項について説明します。 

第2章 ハードウェアのセットアップ：VP2120本体の各部名称とその機能を紹介しま

す。また、製品本体を迅速かつ安全にセットアップする方法について説明します。 

第3章 ローカル操作：パネルのプッシュボタンとIRリモコンを使用して、VP2120を操

作する方法について説明します。 

第4章 リモート操作：ウェブインターフェース経由でのオンラインミーティングへの参

加やシステム設定などのリモートタスクの詳細について説明します。 

第5章 Telnetコマンド：シリアルコントローラーでVP2120を制御するために使用でき

る機能とTelnetコマンドの詳細を説明します。 

第6章 ビデオプレゼンテーションコントロールアプリ：ATENビデオプレゼンテーション

コントロールアプリを使ってリモートでシステム設定を行う方法について詳しく説明し

ます。 

付録：製品の仕様および関連する技術情報や操作方法について説明します。 

 

注意： 

⬩  製品本体や接続機器が破損しないように、必ず、本マニュアルの内容に従っ

てセットアップや操作を行ってください。 

⬩  このマニュアルのリリース以降に、製品の機能や特長が追加・改良・削除され

ることで、アップデートされる場合があります。最新のユーザーマニュアルは、

http://www.aten.com/global/en/でご確認ください。 
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マニュアル表記について 

このマニュアルでは、次の規則を使用します。 

 

[ ] 入力するキーを示します。例えば[Enter]はEnterキーを押します。複

数のキーを同時に押す場合は、[Ctrl] + [Alt]のように表記してありま

す。 

1. 番号が付けられている場合は、番号に従って操作してください。 

♦ ◆印は情報を示しますが、作業の手順ではありません。 

> 矢印は操作の手順を示します。例えば、「スタート」 > 「実行」は「スタ

ート」メニューを開き、「実行」を選択する操作です。 

重要な情報です。 
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第1章 

はじめに 
 

概要 

VP2120は、ビデオマトリックススイッチャー、クアッドビュー・マルチストリーミング、

オーディオDSP、アイデア共有機能を搭載したコンパクトなプレゼンテーションスイ

ッチャーです。専用のiPhoneまたはAndroidアプリと組み合わせることで、入力ソー

スのシームレス切替、オンラインでのアイデア共有、モバイルデバイスとのワイヤ

レス接続が可能です。これにより、短時間の会議、ブレーンストーミングを効率的

に行えます。ワイヤレスBYODにも対応し、柔軟な利用が可能です。 

 

VP2120は、チームが柔軟に連携できるよう設計されたプレゼンテーションスイッチ

ャーです。スマートフォン用アプリと組み合わせることで、直感的な操作でBYODミ

ーティングを簡単に開始できます。参加者は、自身のデバイスからQRコードまた

は部屋コードを使用して会議に参加できます。アプリの自動スキャン機能により、

LAN内のVP2120を自動的に検出しログイン可能な部屋を一覧表示できます。

VP2120は、最大4人の同時ストリーミングと最大12人のログインに対応していま

す。内蔵のマルチビューモードでは、複数のソースを1画面に表示でき、ホスト設

定またはリモートからのストリーミングソース数に応じてレイアウトが自動調整され

ます。参加者は任意の入力をフルスクリーン表示したり、Go-Live画面を共有して

同期を取ったりできます。オーディオ機能として、内蔵DSPによりリモートマイクの

音声を共有可能です。マイク入力とHDMI入力は、HDMIまたはオーディオ出力用

にミキシングして出力できます。ホストは音声や映像の権限を管理でき、不必要な

画面表示や音声入力をコントロールできます。 

 

VP2120は、スマートフォン用アプリと組み合わせて、リアルタイム共有が可能なホ

ワイトボード機能、50MBのストレージを利用したチャットルーム機能、会議内容を

録画できるビデオキャプチャー機能を備えています。さらに、RTMP配信に対応し

ており、FacebookやYouTubeなどの対応サイトを通じてビデオコンテンツを公開で

きます。これらの機能により、小規模なグループディスカッションを効率的かつ容

易に進め、短時間でのチームワーク強化を実現します。 



 

2  

 

特長 

優れたAVルーティング 

⬩ 1系統のHDMI入力、2系統のHDMI出力、4系統の双方向ストリーミングに対応

（マトリックス表示対応） 

⬩ リモート参加者からのストリーミング入力ソースをシームレスに切替可能で、

スムーズな意見交換を実現 

⬩ スケーラー機能により、入力映像を最適な解像度へ自動調整 

⬩ 内蔵オーディオDSPでマイク入力とHDMI入力をミキシングし、HDMIまたはオ

ーディオ出力に出力可能 

⬩ HDMIオーディオのディエンベデッドに対応 

 

いつでもクイックミーティングを開始 

⬩ ブラウザ操作またはスマートフォン用アプリで、ワイヤレス機器との連携を迅

速かつ臨機応変に開始可能 

⬩ 複数の方法でミーティングに簡単ログイン 

 オートスキャンを開始し、一覧から部屋番号を選択 

 VP2120のOSDに表示されたQRコードをスキャン 

 保存済みのQRコードをロード 

 メニュー画面に表示されているIPアドレスと部屋コードを入力 

 

シームレスなBYOD連携 

⬩ 複数の操作方法に対応：フロントパネルのボタン、ブラウザ操作、メニュー画面

（OSD）、IRリモコン、モバイルアプリ 

⬩ ストリーミング入力：最大4系統のコンテンツを同時に表示し、リアルタイムで情報

共有を実現 

⬩ ストリーミング出力：ログインした参加者は、自身のデバイスからGo-liveコンテン

ツを表示可能 
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⬩ マルチビューモード：ディスプレイのレイアウトは、ホストの設定または利用可能な

ソース数に応じて自動調整 

⬩ ホワイトボード：リアルタイムで書き込みができ、意見交換や情報共有に活用可能 

⬩ チャットルーム：テキストでのやり取りと情報共有を強化 

⬩ ビデオキャプチャー：会議の進行を録画し、後から確認可能 

⬩ ファイル共有により、さらなるデータ共有とフォローアップが可能（最大50MBのデ

ータ保存に対応） 

 

高精細映像を最適な状態で出力 

⬩ 解像度：1系統のストリーミング入力時は最大1920×1080、4系統同時入力時は

最大854×480に対応 

⬩  EDIDエキスパート：接続機器に応じて最適なEDID設定を自動選択し、安定した電

源投入、高品質な表示、最適な解像度を実現 

⬩  HDMI（1080p）、CEC（Consumer Electronics Control）、HDCP 1.4規格に準拠 
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セットアップの計画 
 

必要な機器 

VP2120をセットアップする前に、以下の機器を準備してください。 

⬩ 映像ソース機器 

⬩ HDMI出力ポートを搭載したPCなどのソースデバイス 1台 

 

注意： 

VP2120は、Mac、またはWindows、Linux、またはUnixベースのPCをサポー

トしています。 
 

⬩ HDMIケーブル（ソースデバイスとVP2120の接続用） 1本 

⬩ 液晶ディスプレイなど 

⬩  HDMI入力ポートを備えた機器（例：HDMIモニター、HDMIテレビ)  

1台または2台 

⬩ HDMIケーブル 1本または2本 

 

各接続インターフェースの搭載ポート数については、p.129の製品仕様を参照してくだ

さい。 

 

オプション機器とアクセサリー 

機器 

必要に応じて、以下の機器を準備してください。 

⬩ マイク 1本 

⬩ スピーカー 1台 

⬩ RJ-45ケーブル（1本）：VP2120をネットワークスイッチに接続し、IP経由のス

トリーミングやウェブインターフェースへのアクセスを可能にします。 

⬩ ワイヤレスデバイス（1～4台）：VP2120に接続して、プレゼンテーションの表

示や共有に使用します。 
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アクセサリー 

必要に応じて、以下のアクセサリーをお求めください（オプション）。 

⬩ ラックマウントキット 

⬩ デスク下マウントキット 

詳細については、p.10「取付方法」を参照してください。 
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第2章 

ハードウェアのセットアップ 
 

1. このデバイスを設置する際は、安全上の注意事項について（p.125）を参

照してください。 

2. すべての機器のケーブル接続を完了してから、VP2120の電源を入れ

てください。 

製品各部名称 

 

VP2120 フロントパネル 

 

番号 コンポーネント 説明 

1 USB 3.0 Type-Aポート 外部ストレージなどのUSB 3.0デバイスを接続します。 

2 音量ボリュームノブ つまみを回すと音量を調整します。また、つまみを押し込む

とミュートにします。 

3 部屋情報プッシュボタン このプッシュボタンを押すと、会議にアクセスするための部

屋名、リモートアクセス用のIPアドレス、部屋コード、QRコ

ードなどの部屋情報を表示します。 

4 ナビゲーションボタン メニュー画面内での操作ボタンとして使用します。 

5 電源プッシュボタン このボタンを押すと、VP2120の電源をスタンバイからオン

にします。 

6 メニュープッシュボタン ディスプレイA出力のみにメニュー画面を表示します。 

注意：ディスプレイBには表示できません。 
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VP2120 リアパネル 

 

 

番号 コンポーネント 説明 

1 ケーブルタイスロット 電源ケーブル固定用のケーブルタイ取付穴です。 

2 電源ジャック 電源アダプターを接続し、VP2120に電源を供給します。 

3 イーサネットポート ブラウザ操作でリモート操作を行うために、LANケーブル

でネットワークスイッチに接続します。 

4 IRレシーバーポート IRレシーバー(同梱のIRセンサー)に接続して、IRリモコン

からIR信号を受信します。 

5 マイク入力 マイクに接続します。 

6 ステレオオーディオ出力 スピーカーに接続します。 

7 HDMI入力ポート HDMIケーブルでHDMIソースデバイスに接続します。 

8 HDMI出力ポート HDMIポートを搭載したディスプレイデバイスに接続します。 

9 グランドターミナル VP2120をアース接続して、サージや静電気による損傷を防

止します。 
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IRリモコン 

 

 

番号 ボタン 説明 

1 オン / オフ VP2120の電源をオンまたはスタンバイにします。 

2 ナビゲーション メニュー画面で操作し、オプションの選択や解除を行ったり、

現在の画面を終了したりできます。 

3 音量調節 音量の上げ下げを行います。 

4 GoLive イーサネット経由でストリーミング出力するディスプレイ（ディ

スプレイAまたはディスプレイB）を選択します。 

5 メニュー ディスプレイAのみにメニュー画面を表示します。 

注意：ディスプレイBには表示できません。 

6 部屋情報 部屋情報を表示します。 

7 ミュート すべてのディスプレイとスピーカーをミュートにします。 

8 ホワイトボード ディスプレイAにホワイトボードを表示します。 

注意：ホワイトボードはディスプレイAにのみ表示できます。 
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LED表示 

製品本体のLEDは下図のように配置されています。LED表示の詳細については、下

表を参照してください。 

 
 

 

番号 LED 表示 説明 

1 電源 緑色点灯 本体電源がオンになっています。 

オレンジ点灯 本体は給電されていますが、スタンバイです。 

2 ACT 

(左のLED) 

オレンジ点灯 100Mbpsの速度でデータが送信されています。 

緑色点灯 1Gbpsの速度でデータが送信されています。 

リンク 

（右LED） 

緑色点灯 対抗機器とリンクアップしましたが、データは送

信されていません。 

緑色点滅 対抗機器とリンクアップし、、データ送受信され

ています。 
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取付方法 

 

ラックへのマウント 

VP2120は、別売りの金具を使用して19インチラックに1Uサイズで取り付けできます。

ローカル設定や操作を行いやすくするため、フロントパネルは外側に向けて設置して

ください。 

 

注意： 

ラックマウントキット「2X-049G」は付属していません。購入方法の詳細は製品ウェブ

ページをご確認ください。 
 

 

1. マウントキットに付属の4本のM3プラス六角ネジを使用して、ラックマウント用ブラ

ケットをVP2120本体に固定します。 

 

 

2. VP2120本体をラックのフロント側に固定し、ラックのネジ穴とマウント用ブラケット

の穴を合わせます。 

3. マウント用ブラケットをラック前面にネジで固定します。マウントキットにはケージ

ナットとビスは含まれていません。安全のため、ラックメーカー純正の金具を使用

してください。 
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デスク下へのマウント 

VP2120は、別売のデスク下マウントキット「2X-044G」を使用してデスクの下に取り付け

ることもできます。 

 

注意： 

ラックマウントキット「2X-044G」は付属していません。購入方法の詳細は製品ウェブ

ページをご確認ください。
 

 

1. マウントキットに付属の4本のM3プラス六角ネジを使用して、マウントブラケットを

VP2120本体に固定します。 

 

 

2. フロントパネルのプッシュボタンを机の下で簡単に操作できる位置にVP2120を

配置し、ご自身で用意したネジでブラケットを机に固定します。 
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セットアップ 

以下の手順に従って、VP2120にソース、ディスプレイ、その他の機器を安全な方法で

セットアップしてください。 

 
 

 

1. 接地線の片方の端をグランドターミナルに接続し、もう片方の端を適切な接地

物に接続します。 

 

注意： 

この手順は省略しないでください。適切に接地を行うことで電圧変化や静電気

による機器の誤動作防止や破損防止に一定の効果があります。 
 

2. HDMIケーブルを使って、HDMIソースをVP2120のHDMI入力ポートに接続します。 

3. HDMIケーブルを使って、少なくとも1台のHDMI対応ディスプレイをVP2120に接続

します。 

 

注意： 

メニュー画面はディスプレイAにのみ表示されるため、ディスプレイを1台だけ使用

する場合は、ディスプレイをHDMI出力ポートAに接続してください。 
 

4. （オプション）アクティブスピーカーをVP2120のステレオオーディオ出力ポートに

接続します。 
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5. （オプション）マイクをVP2120のマイク入力ポートに接続します。 

6. （オプション）IRリモコンでVP2120を操作する場合は、付属のIRレシーバーを

VP2120のIR受信ポートに接続します。 

7. （オプション）ウェブインターフェースにアクセスできるように、VP2120のイーサネ

ットポートをイーサネットケーブルでネットワークスイッチに接続します。 

8. 電源アダプターをVP2120の電源ジャックに差し込みます。 

9. （オプション）ケーブルタイを使用して、VP2120のケーブルタイスロットに電源ケ

ーブルを固定します。 

10. 電源プッシュボタンを押して、VP2120に電源を入れます。 

11. 接続されたすべてのデバイスに対して電源を入れます。 
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第3章 

ローカル操作 

概要 

この章では、VP2120のメニュー画面の機能と、電源LEDによる電源ステータス表示に

ついて説明します。メニュー画面からは次の操作が行えます。 

⬩ 表示ソースの切り替え 

⬩ 表示動作・解像度・アスペクト比の設定変更 

⬩ ネットワーク経由で表示中のコンテンツ（ディスプレイAまたはB）のライブ配信 

⬩ VP2120の各種設定 

⬩ 画面キャプチャーの取得 

⬩ メニュー画面およびブラウザ操作でのユーザーアクションログの表示 

⬩ ホワイトボードを使用した参加者とのリアルタイム通信 

 

操作に関する考慮事項 

⬩ IRリモコンとVP2120のフロントパネルは同じ操作ができます。必要に応じて、いず

れかを使用してください。 

 

注意： 

本マニュアルでは「ボタン」はIRリモコンのボタンを、「プッシュボタン」はフロント

パネルのボタンを指します。 
 

 

⬩ IRリモコンは有効範囲（6m）内で使用し、リモコンとVP2120に接続されたIRレシー

バーの間に障害物がないことを確認してください。 

⬩ スマートフォン用アプリを使用する場合は、モバイルデバイスがVP2120と同じネッ

トワークに接続されていることを確認してください。 



 

15  

部屋情報の表示 

部屋コード、リモートアクセス用のIPアドレス、会議に参加するためのQRコードなど

の会議情報を表示するには、「部屋情報」プッシュボタン/ボタン（ ）を使用します。 
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OSD 

⬩  メニュー画面を起動するには、「メニュー」プッシュボタン/ボタン（  ）を使用し

ます。OSDメニューはディスプレイAに表示されます。 

⬩ メニュー画面を操作するには、ナビゲーションプッシュボタン/ボタンを使用しま

す。 

⬩ メニュー画面では以下の設定ができます。 

 

 

番号 名前/情報 説明 

1 接続情報 VP2120のブラウザ操作用IPアドレスと部屋コードを表示しま

す。ブラウザからログインすることで、会議に参加したり、リモー

トから本体設定を変更したりできます。詳細については、p.39

「第4章 リモート操作」を参照してください。 

2  オプション このアイコンを選択して「ENTER」プッシュボタン/ボタン（  ）

を押すと、VP2120の設定を表示または変更できます。 
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番号 名前/情報 説明 

3 画面キャプチャー このアイコンを選択して「ENTER」プッシュボタン/ボタン（  ）

を押すと、VP2120の設定を表示または変更します。
 

画像は、VP2120のUSBポートに接続したストレージデバイスに

保存されます。この機能を使用する前に、必ずストレージデバ

イスをVP2120に接続してください。詳細については、p.29「画面

キャプチャーの取得」を参照してください。 

4 通知 この項目に移動し、「ENTER」プッシュボタン/ボタン（  ）を押

すとメニュー画面およびブラウザ操作でのユーザー操作記録を

表示できます。ユーザー操作には、会議への参加、画面キャプ

チャーの保存（接続ストレージドライブ）、ストリーミング出力の

実行などが含まれます。詳細については、p.32「イベントログの

表示」を参照してください。 

5 ディスプレイA ナビゲーションプッシュボタン/ボタンを押して、HDMIソースとス

トリーミングソースの間で表示ソースを切り替えます。表示ソー

スの詳細については、p.19「ソースの切り替え」を参照してくださ

い。 

6 ディスプレイB ナビゲーションプッシュボタン/ボタンを押して、HDMIソースとス

トリーミングソースの間で表示ソースを切り替えます。表示ソー

スの詳細については、p.19「ソースの切り替え」を参照してくだ

さい。 

7 ストリーミングする 

ソース 

リモートからストリーミングされた映像ソースが表示されます。

このソースが複数ある場合、選択したソースを拡大することが

できます。 

8 全体の音量 VP2120に接続されたスピーカーの音量を設定します。 

9 マイク音量 VP2120のマイク入力ポートに接続されたマイクの音量を設定

します。 

10 GoLive このアイコンに移動し、「ENTER」プッシュボタン/ボタン

（  ）を押すと、ディスプレイにストリーミング出力します。

VP2120がネットワークに接続されていない場合、このボタンは

グレー表示になります。詳細については、p.27「ディスプレイの

ストリーミング出力」を参照してください。 
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番号 名前/情報 説明 

11 ホワイトボード この項目に移動し、「ENTER」プッシュボタン/ボタン（  ）を押

すと、ディスプレイAにホワイトボードを表示します。詳細につい

ては、p.30「ホワイトボード」を参照してください。 

12 日時 システムの日付と時刻を表示します。 
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ソースの切り替え 

各ディスプレイに対して、HDMIソースとストリーミングされたソースの2つのチャンネル

を切り替えることができます。以下の表では2つのチャネルを比較しています。 

 

OSDソースリスト 説明 

HDMIソース HDMIソースは、VP2120のHDMI入力ポートに接続されたソースです。 

ストリーミングソース ストリーミングソース1～4は、リモートからアクセスしたユーザーの画面

表示です。許可した場合にのみ、VP2120にストリーミングされます。こ

のチャンネルはマルチビューに対応しており、利用可能なソース数に応

じて画面上に自動配置されます。詳細については、p.22「表示レイアウト

の設定」を参照してください。 

ディスプレイに対するソースの切替操作は、次の手順で行ってください。 

1. 「メニュー」プッシュボタン/ボタン（  ）を押して、OSDを開きます。 

2. OSDで、ナビゲーションプッシュボタン/ボタンを使用して目的のディスプレイを見

つけます。 

 

3. 本体プッシュボタン/ボタンを使用して、ソースを選択します。この例では、ディ

スプレイBがストリーミングされたソースからHDMIに切り替わります。 

4. これで、ディスプレイBの表示ソースがストリーミングからHDMIへと正常に
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切り替わりました。 
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表示設定と動作 

 

表示モード 

デフォルトでは、VP2120は複数のソースを表示でき、2台のディスプレイはそれぞれ

独立した表示設定（解像度、アスペクト比、自動切替モードを含む）を保持します

（p.36参照）。 

 

接続されたディスプレイに同じコンテンツを分配表示する場合は、ミラーモード機能を

使用します。ミラーモードを有効にすると、ディスプレイBはディスプレイAに設定された

ソースと表示設定に自動的に従います。 

 

ミラーモードを有効にするには、次の手順で操作してください。 

1. ナビゲーションプッシュボタン/ボタンを使用して、「全般」 > 「ミラーモード」 > 

「有効」に移動します。 

2. 「ENTER」プッシュボタン/ボタンを押します。そうすると、ディスプレイBはディ

スプレイAに割り当てられたソースに即座に切り替わります。 
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表示レイアウトの設定 

VP2120は、ストリーミングソースに対して、自動、シングル、PbP、トリプル、クアッド

の表示レイアウトをサポートしています。 

 

自動表示レイアウト（デフォルト設定） 

レイアウト設定が「自動」の場合、ディスプレイが「ストリーミング」に設定され、2

～4つのビデオソースがVP2120に共有されると、このモードが自動的に有効に

なります。 

 

注意： 

自動表示レイアウトでは、共有ソースは共有された順序に従い、あらかじめ決

められた位置に表示されます。映像データが増えるごとに、ディスプレイ上に左

から右、上から下の順に配置されます。 
 

 

⬩ 1台のソース 
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⬩ 2台のソース 

 

⬩ 3台のソース 
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⬩ 4台のソース 

 

 

シングル表示レイアウト 
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PbP表示レイアウト 

 

 

トリプル表示レイアウト 

 

 

  



 

26  

 

クアッド表示レイアウト 
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ディスプレイのストリーミング出力 

概要 

VP2120のディスプレイに表示されているコンテンツをリモート参加者に配信する方法

は2つあります。1つはIRリモコンを使用する方法、もう1つはフロントパネルのプッシュ

ボタンでメニュー画面を操作する方法です。 
 

注意： 

1. VP2120がネットワークに接続されていることを確認してください。ストリーミン

グを安定して行うには、少なくとも3Mbpsのネットワーク帯域幅が必要です。 

2.  RTMPが有効な場合、選択したコンテンツはあらかじめ設定されたストリーミ

ングプラットフォーム（RTMP）に配信されます。詳細はp.66を参照してくださ

い。RTMPが無効な場合、選択したコンテンツはVP2120内に配信されます。 

 

IRリモコンを使用する場合 

配信を開始するには、  ボタンでディスプレイAまたはディスプレイBを選択

してストリーミング出力します。 
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OSDを使用する場合 

配信を開始するには、以下の手順に従ってください。 

1. 「メニュー」プッシュボタン/ボタン（  ）を押してOSDを開きます。 

2. OSDで、ナビゲーションプッシュボタン/ボタンを使用して「Go Live」アイコンを

見つけます。 

 

3. 「ENTER」プッシュボタン/ボタン（  ）を押してストリーミング出力するディス

プレイを選択したら、「ENTER」（  ）を再度押します。 

4. 選択したディスプレイがストリーミング出力されます。このとき、選択したディス

プレイの右上に「ライブ」アイコンが表示され、どのディスプレイがストリーミン

グ出力されているかを知らせます。 
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画面キャプチャーの取得 

キャプチャー機能を使用すると、会議中の画面を静止画キャプチャーして保存できます。 

 

注意： 

VP2120で認識できるように、FAT形式のUSBストレージデバイスをお使いくださ

い。 
 

画面をキャプチャーするには、以下の手順に従って操作してください。 

1. この機能を利用するために、USBストレージデバイスをVP2120に挿入します。 

2. 「メニュー」プッシュボタン/ボタン（  ）を押してメニュー画面を開きます。 

3. OSDで、ナビゲーションプッシュボタン/ボタンを使用して「キャプチャー」アイコ

ンを見つけます。 

4. 「ENTER」プッシュボタン/ボタン（  ）を押します。そうすると、キャプチャーさ

れた画面がストレージデバイスに保存されます。 
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ホワイトボード 

ホワイトボードでは、描画、画像の挿入、テキストの作成を行い、すべての参加者と

管理者に共有することができます。ホワイトボードはローカルに保存して、後で使用

することもできます。 

 

IRリモコンまたはフロントパネルのプッシュボタンを使用してホワイトボードを開きま

す。 
 

注意： 

ホワイトボードはディスプレイAにのみ表示されます。詳細については、p.30

「ホワイトボード」を参照してください。 
 

 

 

IRリモコンを使用する場合 

ホワイトボードを起動するには、「ホワイトボード」ボタン（  ）を使用します。ホワイト

ボードはディスプレイAに表示されます。 
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メニュー画面からホワイトボードを呼び出す 

1. 「メニュー」プッシュボタン/ボタン（  ）を押してメニュー画面(OSD)を開きます。 

2. メニュー画面で、ナビゲーションプッシュボタン/ボタンを使用して「ホワイトボード」

アイコンを見つけます。 

3. 「ENTER」プッシュボタン/ボタン（  ）を押します。 
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イベントログの表示 

VP2120は、メニュー画面およびブラウザ操作で行われたユーザー操作をログに記

録します。ログには、会議への参加、接続ストレージデバイスへの画面キャプチャー

保存、画面のライブ配信などの操作記録が含まれます。 

これらのイベントを表示するには、以下の手順に従ってください。 

1. 「メニュー」プッシュボタン/ボタン（  ）を押してメニュー画面を開きます。 

2. メニュー画面で、ナビゲーションプッシュボタン/ボタンを使用して「通知」アイコン

を見つけたら、「ENTER」プッシュボタン/ボタン（  ）を押します。 

 

3. イベントログがメニュー画面に表示されたら、  アイコンを押してイベントログを

削除します。 
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フロントパネルのロック 

  

本体フロントパネルのプッシュボタンをいたずらや事故防止目的でロックするには、

「ロック」アイコン（  ）が赤く点灯するまで、上方向のプッシュボタンを5秒間押し

続けます。ロックを解除するには、「ロック」アイコン（  ）が消灯するまで、上方向

のプッシュボタンを5秒間押し続けます。 

  



 

34  

 

システム設定 

システム設定にアクセスするには、次の手順に従って操作してください。 

1. 「メニュー」プッシュボタン/ボタン（  ）を押して、ディスプレイAでOSDを起動しま

す。 

2. OSDで、  を選択して「ENTER」プッシュボタン/ボタン（  ）を押すと、このような

画面が表示されます。 

 

3. 必要に応じてシステム設定を行います。詳細については、下表を参照してください。 

システム設定 
説明 

注意：太字表記はデフォルト設定です。 

全般 部屋コード ⬩ 無効 

⬩  コードを更新 

有効時は、会議室ログイン用のラ

ンダムな部屋コードを生成します。 

ミラーモード ⬩ 有効 

⬩ 無効 

このモードを有効にすると、2台の

ディスプレイには同じ画面が分配

表示されます。ディスプレイごとに

個別の設定はできません。設定有

効にすると、ディスプレイAの設定

が自動でディスプレイBに適用され

ます。詳細は、p.21「表示モード」を

参照してください。 

パネルのロック ⬩ 無効 

⬩ 5秒後 

⬩ 30秒後 

⬩ 5分後 

メニュー画面が無操作状態のま

ま、指定した時間が経過すると、フ

ロントパネルのプッシュボタンが自

動的にロックされます。 

言語の選択 メニュー画面の表示言語を設定し

ます。 
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システム設定 
説明 

注意：太字で表記されているのはデフォルト設定です。 

詳細設定 EDIDモード ⬩ ATENデフォルト 

⬩ ディスプレイA 

⬩ ATENデフォルト：このモードで

は、接続されたソースに対して

ATENプリセットのEDIDが送信さ

れます。 

⬩ ディスプレイA：このモードでは、

接続されたソースに対してディス

プレイAのEDIDを送信します。 

HDCPモード ⬩ HDCPなし 

⬩ HDCP 

この機能を有効にすると、HDCP（著作

権保護機能）が動作し、オーディオお

よびビデオの不正コピーを防止しま

す。 

オーディオ 全体音量 ⬩ 増加（+） 

⬩ 減少（-） 

⬩ ミュート 

VP2120に接続されたスピーカーの音

量を設定します。 

マイク音量 ⬩ 増加（+） 

⬩ 減少（-） 

⬩ ミュート 

出力レベルを調整することで、VP2120

に接続されたマイクの音量を設定しま

す。 

ストリーミング

音量 

⬩ 増加（+） 

⬩ 減少（-） 

⬩ ミュート 

ストリーミングされたソースの音量を

設定します。 

メディア音量 ⬩ 増加（+） 

⬩ 減少（-） 

⬩ ミュート 

接続されたソースの音量を設定しま

す。 

マイク→ライン

出力 

⬩ 有効 

⬩ 無効 

マイク→ライン出力機能を有効にしま

す。 
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システム設定 
説明 

注意：太字で表記されているのはデフォルト設定です。 

ディスプレイA チャンネル ⬩ HDMI 

⬩ ストリーミング 

ディスプレイAのHDMIとストリーミン

グの間でソースを切り替えます。詳

細は、p.19「ソースの切り替え」を参

照してください。 

解像度 ディスプレイAの解像度とリフレッシュ

レートの設定を選択します。この項目

は、ディスプレイがVP2120に接続され

ている場合にのみ利用可能です。 

アスペクト比 ⬩ 全体に合わせる 

⬩ 自動調整 

⬩ 自動カット 

⬩ 全体に合わせる：ディスプレイ

の四辺にぴったり合うようにビ

デオを拡大します。 

⬩ 自動調整：コンテンツを切り取

ることなく、ビデオをディスプレ

イに合わせて比例的に拡大・縮

小します。これにより、画面の

上下または左右に空白が残る

場合があります。 

⬩ 自動カット：ビデオをディスプレ

イいっぱいに合わせて比例的

に拡大・縮小します。表示範囲

外のコンテンツは切り捨てられ

ます。 

自動切替 ⬩ 有効 

⬩ 無効 

新たに検出されたソースに自動的に

切り替えます。 
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システム設定 
説明 

注意：太字で表記されているのはデフォルト設定です。 

ディスプレイB チャンネル ⬩ HDMI 

⬩ ストリーミング 

ディスプレイBのHDMIとストリーミング

の間でソースを切り替えます。詳細

は、p.19を参照してください。 

解像度 ディスプレイBの解像度とリフレッシュレ

ートの設定を選択します。この項目は、

ディスプレイがVP2120に接続されている

場合にのみ利用可能です。 

アスペクト比 ⬩ 全体に合わせる 

⬩ 自動調整 

⬩ 自動カット 

⬩ 全体に合わせる：ディスプレイの四

辺にぴったり合うようにビデオを拡

大します。 

⬩ 自動調整：コンテンツを切り取るこ

となく、ビデオをディスプレイに合わ

せて比例的に拡大・縮小します。こ

れにより、画面の上下または左右

に空白が残る場合があります。 

⬩ 自動カット：ビデオをディスプレイい

っぱいに合わせて比例的に拡大・

縮小します。表示範囲外のコンテン

ツは切り捨てられます。 

自動切替 ⬩ 有効 

⬩ 無効 

新たに検出されたソースに自動的に切

り替えます。 

通知 時刻の表示 ⬩ 3秒 

⬩ 5秒 

⬩ 10秒 

⬩ 無効 

OSDで通知メッセージのポップアップ時

間を設定するか、この機能自体を無効

にします。 

ウェブイベント ⬩ 無効 

⬩ 有効 

ブラウザ操作で行われた内容に関する

通知を表示します。 

システムイベント 

  

⬩ 無効 

⬩ 有効 

システムの状態、デバイス接続の状態、

およびメニュー画面で行われた操作に

関する通知を表示します。 
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システム設定 
説明 

注意：太字で表記されているのはデフォルト設定です。 

メンテナンス FWアップグレード VP2120のシステムファームウェアをア

ップグレードします。 

注意：ファームウェアファイルをUSBド

ライブに保存し、アップグレード前に

VP2120に接続してください。 

デフォルトへのリセット VP2120をデフォルト設定に戻します。 

  

情報 ベンダー、ファームウェアバージョ

ン、シリアル番号、ハードウェアバー

ジョン、ビルドバージョン 

システム情報を表示します。 
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第4章 

リモート操作 
 

概要 

この章では、VP2120のリモート操作（ブラウザ操作とスマートフォン用アプリ）につい

て説明します。内容は、アカウントの種類と操作方法（ブラウザ操作またはスマート

フォン用アプリ）に基づいて構成されています。 

 

VP2120のIPアドレス 

お使いのネットワークスイッチがDHCPをサポートしていない場合で、VP2120を初め

てネットワークに接続すると、DHCPサーバーへの問合せした60秒後に、デフォルト

のIPアドレスが使用できます。手動でIPアドレスを設定した場合、この待機時間は短

縮できます。 

⬩ デフォルトのIPアドレスおよびその他のネットワーク設定は以下のとおりです。 
 

ネットワークパラメーター 設定 

IPアドレス 192.168.0.60 

サブネットマスク 255.255.255.0 

ゲートウェイ 192.168.0.1 

HTTPポート 80 

 

⬩  VP2120のIPアドレスを調べるには、リモコンのボタンまたはフロントパネルの

プッシュボタン（ ）を押してOSDを起動します。そうすると、IPアドレスがメニ

ュー画面に表示されます。詳細については、p.16を参照してください。 
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アカウントタイプと権限 

ブラウザ操作には管理者と参加者の両方がログインできますが、スマートフォン用

アプリにログインできるのは参加者のみです。管理者アカウントはVP2120のシステ

ム設定にアクセスできる点で、参加者アカウントと異なります。 
 

権限 管理者 参加者 

オンライン会議への参加と 

コンテンツ共有 

✓ ✓ 

VP2120の基本設定 ✓ ✓ 

管理者設定 ✓ × 

VP2120の設定のバックアップ

およびリストア 

✓ × 

ログインの最大数 制限なし 4 

操作インターフェース ウェブインターフェース ⬩ ウェブインターフェース 

⬩  ATENビデオプレゼンテ

ーションコントロールア

プリ 

 

注意： 

同時ログインの最大数は、ブラウザ操作とスマートフォン用アプリ合計でのカウント

となります。 
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サポートされるウェブブラウザー 

VP2120のウェブUIへのアクセスには、以下のウェブブラウザーとOSの使用がサポ

ートされています。 
 

ウェブブラウザー 対応バージョン OS 

Chrome 64.0.3282.168 Windows 10 

60.0.3112.113 Windows 10 

64.0.3282.167 Ubuntu 16.04 

60.0.3112.78 Ubuntu 16.04 

Firefox 58.0.2 Windows 10 

54.0.1 Windows 10 

58.0.2 CentOS 7.0 

52.4.0 CentOS 7.0 

 

注意： 

ストリーミング機能（共有ボタン）は、互換性の問題によりFirefoxでは使用できま

せん。リモートからVP2120経由でコンテンツを共有する場合は、Chromeをご利用

ください。 
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管理者アカウント 

VP2120のブラウザ操作に管理者としてログインすると、会議へ参加できるほか、

VP2120の設定ができます。 

管理者としてログイン 

1. ウェブブラウザーでVP2120のIPアドレスを入力します。次の画面が表示され

ます。 
 

注意： 

VP2120のIPアドレスはメニュー画面で確認できます。詳細は、p.39「VP2120のIP

アドレス」を参照してください。 
 

 

2. 「管理者」タブをクリックします。そうすると、次のような画面が表示されます。 
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3. 管理者のユーザーネームとパスワードを入力します。 

デフォルトのユーザーネームは「administrator」、パスワードは「password」です。 
 

注意： 

ATENは初回ログイン時にパスワードの変更を推奨しています。パスワードを変

更するには、ウェブインターフェースの「全般」 > 「パスワードの変更」に移動し

ます。 
 

4. 「設定に移動」をクリックします。そうすると、メイン画面が表示されます。 
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管理者画面 

管理者としてログインすると、設定ビューが表示されます。 

 

設定ビュー 

設定ビューを使用すると本体システム設定画面にアクセスできます。設定ビューに移

動するには、管理者としてウェブインターフェースにログインします。 

 

 

番号 コントロール 説明 

1 設定タブ これらのタブを使用してシステム設定にアクセスします。

詳細については、p.64「システム設定」を参照してくださ

い。 

2 プレゼンテーションに移動 

 

 

このボタンをクリックすると、プレゼンテーションビューに

移動し、会議に参加できます。 

3 ログアウト 

 

 

このボタンをクリックすると、VP2120のウェブインターフ

ェースからログアウトします。 

 

ヒント：左上にあるATENロゴをクリックすると、ATENの公式ウェブサイトにアクセスで

きます。 
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プレゼンテーションビュー 

VP2120で開催する会議に参加するには、プレゼンテーションビューを使用します。プ

レゼンテーションビューにアクセスするには、管理者としてブラウザでリモートからログ

インし、ツールバーにある「プレゼンテーションに移動」アイコン（  ）をクリックしま

す。 

そうすると、表示名の入力を求められます。 

 

表示名を入力したら、「続行」をクリックします。そうすると、プレゼンテーションビューが

表示されます。 

 

 



 

46  

 

 

番号 コントロール 説明 

1 ライブ画面 VP2120からライブ配信されるコンテンツを表示します。 

2 ライブ 
「ライブ」アイコン（  ）が表示されている場合、ライブ画

面にはライブストリーミングが表示されています。 

3 ホワイトボード 
「ホワイトボード」アイコン（  ）が表示されている場合、

ライブ画面にはホワイトボードが表示されています。詳細につ

いては、p.30「ホワイトボード」を参照してください。 

4 司会モード 

 

 

クリックすると、司会モードを有効にします。このモードでは、

ユーザーがオーディオとビデオコンテンツを共有することがで

きます。 

5 参加者リスト 

 

 

クリックすると、参加者リストが表示されます。このリストで

は、ユーザーのオーディオとビデオコンテンツをいつでも有

効または無効にできます。 
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番号 コントロール 説明 

6 マイク 

 

 

クリックすると、会議のメンバーと会話ができます。この機能

を使用するには、マイクがVP2120に接続されているか確認し

てください。 

7  

 

クリックすると、お使いのPCまたはノートパソコンからVP2120

に対して、画面、アプリケーションウィンドウ、またはChrome

タブを共有し、すべての会議参加者に配信することができま

す。詳細については、p.48「画面やアプリケーションウィンドウ

の共有」を参照してください。 

8 コントロールパネル 

 

 

クリックすると、VP2120のディスプレイ設定などにアクセスで

きます。なお、このメニュー画面からはメンテナンス、ネットワ

ーク設定、全般設定などのシステム設定はありません。 

9 設定 

 

 

このボタンをクリックすると、設定ビューに移動します。詳細

については、p.44「設定ビュー」を参照してください。 

10 ログアウト 

 

 

このボタンをクリックすると、VP2120のリモートアクセスからロ

グアウトします。 

11 再生/一時停止 このボタンをクリックすると、ライブストリーミングコンテンツを

再生または一時停止します。 

12 音量調節 音量を調整します。また、アイコンをクリックすると、ミュートに

します。 

13 チャットパネルを無効に

する 

チャットルームを削除して表示を大きくします。 

14 フルスクリーン 表示をフルスクリーンに拡大します。 

15 チャットパネル このパネルを使用すると、他の会議参加者とインスタントメッ

セージを送信して、やり取りできます。 

ヒント：左上のATENロゴをクリックすると、ATENの公式ウェブサイトにアクセスします。 
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画面やアプリケーションウィンドウの共有 

ノートパソコンやPCの画面、またはアプリケーションウィンドウやChromeタブを共有す

ることができます。 
 

注意： 

⬩ この機能は、Chromeを使用した場合にのみ利用可能です。 

⬩ VP2120は最大4つの同時ストリーミングチャンネルを受信できます。 
 

1. 共有したい画面、アプリケーションウィンドウ、またはChromeタブが、PCまたは

デスクトップで開いているか確認します。 

2. VP2120のウェブインターフェースに参加者としてログインします。 

3. 参加者の画面から「共有開始」をクリックします。そうすると、次のような画面が

表示されます。システムオーディオとマイクオーディオの両方を結合して共有す

るには、「システムオーディオを共有する」チェックボックスをオンにして、「共有」

をクリックします。 

 
 

注意： 

Chromeに必要な拡張機能がインストールされていない環境で本機能を有効にする

と、拡張機能のインストールを促すメッセージが表示されます。その場合は、以下の

手順に従って拡張機能をダウンロードし、インストールしてください。 
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a. ポップアップしたプロンプトで「ダウンロード」をクリックします。 

b. Chromeで新しいタブを開き、アドレスバーに「chrome://extensions」と入力し

て、拡張機能の画面を開きます。 

c. 右上でデベロッパーモードを有効にし、画面を再度読み込みます。 

d. ダウンロードした拡張ファイルをこの画面にドラッグ&ドロップして、ファイルをイ

ンストールします。 

e. タブを閉じて再度開き、ブラウザーの再読み込みを行います。 

 

4. オプションを選択して「共有」をクリックします。そうすると、VP2120は選択したコンテン

ツを共有します。 

 
 

5. ホストと参加者に対してコンテンツの共有を通知するには、次の方法があります。 

⬩ キューウィンドウをクリックしてVP2120に別の通知を送信する。 

⬩ チャットパネルを使用してテキストメッセージを送信する。 

 

注意： 

⬩ アプリケーションウィンドウを共有する際は、共有を許可するためにウィンド

ウを開いたままにしてください。ウィンドウを最小化すると共有が終了しま

す。 

⬩ 会議中にPC/ノートパソコンから発言して、ハウリングが発生した場合はス

ピーカーからオーディオ出力ケーブルを抜くまたはミュートする、ヘッドセット

を利用するなどの対策をしてください。 
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⬩ ソースを表示するために、少なくとも1台のディスプレイをストリーミングに設

定してください。詳細については、p.19「ソースの切り替え」を参照してくださ

い。 

⬩ RTMPが有効になっている場合、選択したコンテンツはプリセットされたストリ

ーミングプラットフォーム（RTMP）にストリーミングされます。詳細はp.66を参

照してください。RTMPが無効になっている場合、選択したコンテンツは

VP2120に配信されます。 
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ホワイトボード 

ホワイトボードでは、ディスプレイやホワイトボードの背景に対して、描画、画像の

挿入、テキストの作成を行い、参加者全員と管理者に共有することができます。ま

た、下書きをローカルに保存して、後で使用することもできます。 

ホワイトボードを有効にするには、プレゼンテーションビューでホワイトボードをク

リックします。そうすると、このような画面が表示されます。 

 

各ツールとその目的は以下のとおりです。 
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番号 ツール 説明 

1 鉛筆 クリックすると、ホワイトボードに描画する手書き鉛筆の色と

サイズを選択できます。 

2 消しゴム クリックすると、ホワイトボード上のピクセルを削除する消しゴ

ムのサイズを選択できます。 

3 テキスト クリックすると、テキストを挿入し、色を選択できます。詳しい

手順は、p.53「テキストの挿入方法」を参照してください。 

4 イメージ クリックすると、画像を参照してホワイトボードに挿入できま

す。 

5 ディスプレイとホワイトボ

ード背景の切り替え 

ディスプレイとホワイトボードの背景を切り替えます。 

6 取り消し クリックすると、操作を取り消します（Undo） 

7 ごみ箱 クリックすると、現在のホワイトボードに書かれた内容をすべ

て削除します。警告メッセージが表示された場合、「キャンセ

ル」をクリックすると操作を取り消し、「続行」をクリックすると

ホワイトボードの内容を削除します。 

8 保存 クリックすると、現在のホワイトボードがローカルコンピュータ

ー/デスクトップに自動的に保存されます。 
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テキストの挿入方法 

ホワイトボードにテキストを挿入するには、以下の手順に従ってください。 

1. テキストツールをクリックしてテキストの色を選択します。 

2. ホワイトボードの任意の場所を左クリックしてテキストを挿入します。 

 

 

番号 ツール 説明 

1  

 

クリックして確定すると、入力したテキストがホワイトボードに反映

されます。 

2  

 

クリックすると、現在のテキストを好きな位置にドラッグします。 

3  

 

クリックしてドラッグすると、現在のテキスト入力のサイズを変更

できます。 

4  

 

クリックすると、現在のテキスト入力をキャンセルして削除しま

す。 
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司会モード 

司会モードが有効の場合、管理者は、参加者のビデオとオーディオの共有リクエストを

管理することができます。 

 

司会モードを有効にするには、以下の手順に従ってください。 

1. プレゼンテーションビューで、  をタップします。 

2. ポップアップダイアログが表示されます。 

⬩ 参加者がビデオとオーディオコンテンツを自動的に共有できるようにするには、

「OK」をクリックします。 

⬩ 参加者のビデオとオーディオの共有リクエストを管理するには、「いいえ」をクリッ

クします。 

 

3. 司会モードが正常に有効になると、参加者リストが表示されます。 

⬩ 参加者がビデオとオーディオコンテンツを自動的に共有できるようにするには、

参加者リストの下部にあるチェックボックスをオンにします。 

⬩ 参加者のビデオとオーディオの共有リクエストを管理するには、参加者リストの

下部にあるチェックボックスをオフにします。 
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4. 参加者からオーディオリクエストが送信されると、以下のようなメッセージが表示され

ます。この参加者のオーディオコンテンツを共有する場合は、「OK」をクリックします。

オーディオコンテンツの共有を保留する場合は、「スキップ」をクリックします。 

 

 

5. 参加者からビデオリクエストが送信されると、以下のようなメッセージが表示されま

す。この参加者のビデオコンテンツを共有する場合は、「OK」をクリックします。ビデオ

コンテンツの共有を保留する場合は、「スキップ」をクリックします。 
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6. 1人の参加者のビデオとオーディオのコンテンツが共有されている場合、参加者リスト

は次のようになります。 

 

7. 参加者からのオーディオ共有を停止するには、  をクリックします。以下のメ

ッセージが表示されたら、「OK」をクリックします。 

 

8. 参加者からのビデオ共有を停止するには、  をクリックします。以下のメッセ

ージが表示されたら、「OK」をクリックします。 
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9. 1人の参加者のビデオとオーディオのコンテンツを共有停止すると、参加者リスト

は次のようになります。 

 
 

ツール 説明 

 

 

参加者のオーディオコンテンツが共有されています。このアイコンをクリ

ックすると、オーディオ共有を停止します。 

 

 

参加者のビデオコンテンツが共有されています。このアイコンをクリック

すると、ビデオ共有を停止します。 

 

 

参加者のオーディオコンテンツの共有を停止しています。このアイコンを

クリックすると、オーディオ共有を有効にします。 

 

 

参加者のビデオコンテンツの共有を停止しています。このアイコンをクリ

ックすると、ビデオ共有を有効にします。 
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コントロールパネル 
VP2120のオーディオ、ビデオ、全般設定を調整できます。これらの設定にアクセスす

るには、プレゼンテーションビューで「コントロールパネル」アイコン（  ）をクリックし

ます。そうすると、コントロールパネルが開きます。 
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ビデオ 

 

 

ビデオ設定 説明 

A ディスプレイA 選択したソースのプレビューを表示します。 

B ディスプレイB 選択したソースのプレビューを表示します。 

ミラーモード 接続された各ディスプレイは分配表示し、個別のデ

ィスプレイ設定は適用されません。チェックボックス

をクリックして有効にすると、ディスプレイAの設定

がディスプレイBに自動的に適用されます。 

ソース HDMI ディスプレイAまたはディスプレイBに表示するHDMI

ソースを選択します。 

ストリーミング ディスプレイAまたはディスプレイBに表示するスト

リーミングソースを選択します。 

解像度 ドロップダウンリストをクリックして、ディスプレイデ

バイスの解像度とリフレッシュレート設定を選択し

ます。この項目は、ディスプレイがVP2120に接続

されている場合にのみ使用できます。 
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ビデオ設定 説明 

比率 全体に合わせる ディスプレイの四辺にぴったり合うようにビデオを拡

大します。 

自動調整 コンテンツをカットせずに、ディスプレイに合わせてビ

デオを比例的に調整します。これにより、画面の上

下または左右のいずれかに何らかの空白が残る場

合があります。 

自動カット ビデオをディスプレイいっぱいに合わせて比例的に

拡大・縮小します。表示範囲外になったコンテンツは

切り捨てられます。 

レイアウト 自動（デフォルト） 表示レイアウトを自動に設定します。詳細はp.22「自

動表示レイアウト(デフォルト設定)」を参照してくださ

い。 

シングル 表示レイアウトをシングルに設定します。詳細はp.24

「シングル表示レイアウト」を参照してください。 

PbP 表示レイアウトをPbPに設定します。詳細はp.25

「PbP表示レイアウト」を参照してください。 

トリプル 表示レイアウトをトリプルに設定します。詳細はp.25

「トリプル表示レイアウト」を参照してください。 

クアッド 表示レイアウトをクアッドに設定します。詳細はp.26

「クアッド表示レイアウト」を参照してください。 

機能 GoLive ディスプレイAまたはディスプレイBでライブ配信を有

効にします。 

ホワイトボード ディスプレイAでホワイトボードを有効にします。 

注意：ホワイトボードはディスプレイAにのみ表示で

きます。 

部屋情報 ディスプレイAで部屋情報を有効にします。 

注意：部屋情報はディスプレイAにのみ表示できま

す。 

自動切替 新たに検出されたソースに自動的に切り替えます。 

キャプチャー 画面イメージをキャプチャーして、VP2120のUSBポ

ートに接続されたストレージデバイスに保存します。

この機能を使用するには、VP2120にストレージデバ

イスが挿入されているか確認してください。 
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オーディオ 

 

 

オーディオ設定 説明 

全体の音量 VP2120に接続されたスピーカーの音量を設定します。 を押すと、

ミュートにします。 

マイクの音量 VP2120に接続されたマイクの音量を設定します。  を押すと、ミュ

ートにします。 

ストリーミングの音量 
ストリーミングされたソースの音量を設定します。  を押すと、ミュ

ートにします。 

メディアの音量 
接続されたソースの音量を設定します。  を押すと、ミュートにしま

す。 
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設定 

 

 

設定 説明 

全般 部屋コード リモートからVP2120にログインし、オンライン会

議に参加するために必要な数字の組み合わせ

である部屋コードを有効にします。 

独自の組み合わせを入力したり、「更新」をクリ

ックしてランダムな番号を生成したりすることが

できます。 

パネルロック 

⬩ 無効 

⬩ 5秒後 

OSDがアイドル状態のまま、ここで選択した時

間が経過すると、VP2120本体のプッシュボタン

を自動的にロックします。 

⬩ 30秒後 

⬩ 5分後 

OSD言語 ドロップダウンリストを使用してVP2120に接続

しているディスプレイAのメニュー画面の言語

を設定します。 
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設定 説明 

詳細設定 EDIDモード 

⬩ ATENデフォルト 

⬩ ディスプレイA 

⬩ ATENデフォルト：このモードでは、接続さ

れたソースにATENプリセットのEDIDが送

信されます。 

⬩ ディスプレイA：接続されたソースにディ

スプレイAのEDIDを送信するモードです。 

HDCPモード 

⬩ HDCPなし 

⬩ HDCP 

「HDCPモード」を「HDCP」に設定すると、オーデ

ィオおよびビデオコンテンツの不正コピーを防

止します。 

通知 時刻の表示 

⬩ 無効 

⬩ 3秒 

⬩ 5秒 

⬩ 10秒 

メニュー画面で通知メッセージのポップアップ時

間を設定するか、この機能自体を無効にしま

す。 

ウェブイベント 

⬩ 有効 

⬩ 無効 

ブラウザ操作で行われたユーザーアクションに

関する通知を表示します。 

システムイベント 

⬩ 有効 

⬩ 無効 

システム状態、デバイス接続状態、およびメニュ

ー画面で行われたユーザーアクションに関する

通知を表示します。 

情報 ベンダー、 

ファームウェアバージョン、 

シリアル番号、 

ハードウェアバージョン、 

ビルドバージョン 

システム情報を表示します。 
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システム設定 

全般設定 

ここでは、デバイス名、システムの日付と時刻、およびログイン資格情報の設定を

行います。全般設定ページにアクセスするには、管理者としてウェブインターフェ

ースにログインし、「全般」タブをクリックします。 
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 デバイス情報 

⬩  部屋名：VP2120の名前を入力します。この名前はVP2120のブラウザ

画面の上部に表示されます。 

 

⬩ 説明：会議の説明を入力します。 

⬩  部屋コード：部屋コードは、VP2120へリモートPCからブラウザアクセスし、会

議システムにログインする際に必要な4桁の番号です。独自の番号を入力す

るか、「コードを更新」をクリックしてランダムに生成できます。 

⬩ 部屋の写真；会議を表す画像をアップロードできます。 

⬩  ベンダー、ファームウェアバージョン、シリアル番号、ハードウェアバージョン、

ビルドバージョン：VP2120のデバイス情報を示します。 

 

 日付/時刻 
 

注意： 

日付/時刻の設定が変更されると、VP2120は自動的にリフレッシュされ、ストリ

ーミングされたチャンネル（ソース6）への接続が自動的に切断されます。 
 

⬩ デバイス時刻：現在のデバイスの日付と時刻を表示します。 

⬩ タイムゾーン：ドロップダウンリストを使用してタイムゾーンを選択します。 

⬩  NTPサーバー：このオプションを選択した場合、VP2120の日付と時刻をNTP

サーバーと同期します。 

⬩  手動設定：このオプションを選択した場合、VP2120の日付と時刻を手動で

設定します。指定された項目をクリックしてカレンダーを開き、日付を選択し
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ます。 

 

 

⬩  をクリックすると、時刻を設定します。 

 

⬩ PCと同期：このボタンをクリックすると、VP2120の日付と時刻を、ウェブインター

フェースを開いているPCと同期します。 

 パスワードの変更 

これらの項目を使用してブラウザアクセスのログインパスワードを変更します。 

 詳細設定 

⬩ EDIDモード: 

⬩ ATENデフォルト：このモードでは、接続されたソースにATENプリセットの

EDIDが送信されます。 

⬩ ディスプレイA：接続されたソースにディスプレイAのEDIDを送信するモード

です。 

⬩ HDCPモード：「HDCPなし」または「HDCP」を選択します。後者を選択した場合、

オーディオおよびビデオコンテンツの不正コピーを防止します。 

 ストリーミングプラットフォーム(RTMP)でのライブ配信 

ストリーミングプラットフォーム(RTMP)でのライブ配信を有効または無効にします。 

⬩ サーバーURL：ストリーミングプラットフォーム(RTMP)でのライブ配信が有効な
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場合、ここにサーバーURLを入力します。 

⬩ ストリーミングキー：ストリーミングプラットフォーム(RTMP)でのライブ配信が有

効な場合、ここにストリーミングキーを入力します。 

 

オーディオ設定 

オーディオ設定にアクセスするには、管理者としてウェブインターフェースにログ

インし、「ビデオ & オーディオ」 > 「オーディオ」に移動します。 

 

⬩ 音量調節：スライダーをドラッグして音量設定を調整するか、音量の値を変更しま

す。 

⬩ 全体の音量：VP2120に接続されたスピーカーの音量を設定します。  を

押すとミュートにします。 

⬩ マイクの音量：VP2120に接続されたマイクの音量を設定します。  を押す

と、ミュートにします。 

⬩ ストリーミングの音量：ストリーミングされたソースの音量を設定します。   

を押すと、ミュートにします。 

⬩ メディアの音量：接続されたソースの音量を設定します。  を押すと、ミュー

トにします。 
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表示設定 

表示設定にアクセスするには、管理者としてウェブインターフェースにログインし、

「ビデオ & オーディオ」 > 「表示」に移動します。 
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 基本（モード）： 

⬩ ミラーモード：接続されたディスプレイは映像分配し、個別のディスプレイ設

定は適用できません。チェックボックスを有効にすると、ディスプレイAの設

定が自動的にディスプレイBに適用されます。 

 ディスプレイA：接続されたディスプレイデバイスの表示ソース・比率・解像度・自

動切替を設定します。 

⬩ 表示ソース：ドロップダウンメニューをクリックして、HDMIとストリーミングの

間で表示ソースを選択します。 

⬩ 比率： 

⬩ 全体に合わせる：ディスプレイの四辺にぴったり合うようにビデオを拡

大します。 

⬩ 自動調整：コンテンツをカットせずに、ディスプレイに合わせてビデオを

比例的に調整します。これにより、画面の上下または左右のいずれか

に何らかの空白が残る場合があります。 

⬩ 自動カット：ビデオをディスプレイいっぱいに合わせて比例的に拡大・

縮小します。表示範囲外になったコンテンツは切り捨てられます。 

⬩ 解像度：ドロップダウンリストをクリックして、ディスプレイデバイスの解像度

とリフレッシュレート設定を選択します。この項目は、ディスプレイがVP2120

に接続されている場合にのみ使用できます。 

⬩ 自動切替：新たに検出されたソースに自動的に切り替えます。このオプショ

ンはディスプレイAでのみ利用可能です。 

⬩ ディスプレイB：接続されたディスプレイデバイスの表示ソース、比率、解像度、

自動切替を設定します。 

⬩ 表示ソース：ドロップダウンメニューをクリックして、HDMIとストリーミングの

間で表示ソースを選択します。 

⬩ 比率： 

⬩ 全体に合わせる：ディスプレイの四辺にぴったり合うようにビデオを

拡大します。 

⬩ 自動調整：コンテンツをカットせずに、ディスプレイに合わせてビデオ

を比例的に調整します。これにより、画面の上下または左右のいず

れかに何らかの空白が残る場合があります。 
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⬩ 自動カット：ビデオをディスプレイいっぱいに合わせて比例的に拡大・

縮小します。表示範囲外になったコンテンツは切り捨てられます。 

⬩ 解像度：ドロップダウンリストをクリックして、ディスプレイデバイスの解

像度とリフレッシュレート設定を選択します。この項目は、ディスプレイ

がVP2120に接続されている場合にのみ使用できます。 

⬩ 自動切替：新たに検出されたソースに自動的に切り替えます。このオプションは

ディスプレイAでのみ利用可能です。 

 OSD通知 

⬩ 表示時間：メニュー画面内での通知メッセージ表示時間を設定します。 

⬩ ウェブイベント：ブラウザ操作で行われたユーザーアクションに関する通知を表示

します。 

⬩ システムイベント：システム状態、デバイス接続状態、およびメニュー画面で行わ

れたユーザーアクションに関する通知を表示します。 
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メンテナンス 

メンテナンスにアクセスするには、管理者としてウェブインターフェースにログインし、

「システム」 > 「メンテナンス」に移動します。 

 

⬩ ファームウェアのアップグレード：アップグレードしたいファームウェアファイルを

準備します。 

⬩ ファイルを参照：ダウンロードしたファームウェアファイルを参照します。 

⬩ アップグレード：上記の手順を完了したら「アップグレード」をクリックします。

手順が完了していないと、「アップグレード」ボタンは使用できません。 

 

注意： 

⬩ http://www.aten.com/global/en/から製品ホームページにアクセスし、
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「サポート＆ダウンロード」タブで、ファームウェアファイルをダウンロー

ドしてください。 

⬩ アップグレードが完了すると、確認メッセージが表示されます。 
 

⬩ バックアップ/リストア：VP2120の設定のバックアップ、エクスポート、リストアが

行えます。また、VP2120をデフォルト設定にリセットすることもできます。なお、

ユーザーアカウントとパスワードの設定は、バックアップの対象外となります。 

⬩ バックアップ：VP2120の設定をバックアップするには「バックアップ」をクリッ

クします。 

⬩ ファイルを参照：以前にバックアップしたファイル(.aes)を探して参照します。 

⬩ リストア：上記の手順を完了したら「リストア」をクリックします。手順が完了

していないと、「リストア」ボタンは使用できません。 

⬩ デフォルトにリセット：ネットワーク設定を含むすべての設定をデフォルト値

にリセットします。 

⬩ ウェブサーバーSSL：VP2120本体とVP2120のウェブインターフェースにアクセス

するウェブブラウザー間のセッションを保護するために、SSL暗号化を適用でき

ます。 

 

注意： 

SSLを暗号化する前に、信頼できる認証局からSSL証明書を購入し、VP2120のウェ

ブインターフェースにアクセスできるコンピューターにファイルを保存する必要があり

ます。 
 

⬩ 証明書： 

⬩ ファイルを参照：SSL証明書をアップロードするためにファイルを参照しま

す。 

⬩ プライベートキー： 

⬩ ファイルを参照：SSLプライベートキーをアップロードするためにファイルを

参照します。 

⬩ 更新：上記の2つの手順を完了したら「更新」をクリックします。手順が完了して

いないと、「更新」ボタンは使用できません。 

  



 

73  

 

ネットワーク設定 

VP2120のネットワーク接続を設定するには、管理者としてウェブインターフェースに

ログインし、「システム」 > 「ネットワーク」に移動します。 

 

 

⬩ DHCP：ネットワーク内のDHCPサーバーから、VP2120にIPアドレス、サブネット

マスク、ゲートウェイ、DNS設定を自動割り当てする場合に選択します。 

⬩ 手動：IPアドレス、サブネットマスク、ゲートウェイ、DNSを手動で入力する場合に

選択します。VP2120はネットワーク設定を変更しても再起動の必要はありませ

ん。 
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参加者アカウント 

VP2120にブラウザやアプリから参加者としてログインすると、オンライン会議にリモ

ート接続して、以下の操作が行えます。 

⬩ VP2120からストリーミングされたビデオを視聴する。 

⬩  インスタントメッセージで他の会議参加者とやり取りし、ファイルを共有する。 

⬩ 会議の参加者と画面を共有する。 

⬩  コントロールパネルからVP2120のオーディオ・ビデオの調整や全般設定を行

う。 

 

ウェブインターフェース経由で参加者として会議に参加するには 

1. ウェブブラウザーで、VP2120のウェブリンク（IPアドレス）を入力します。そうする

と、このような画面が表示されます。 

 

2. 任意の表示名を入力します。 

3. VP2120で部屋コードが有効になっている場合は、部屋コードを入力します。 

 

4. (オプション) ドロップダウンリストをクリックして表示言語を変更します。 

5. 「会議に参加」をクリックします。そうすると、会議のウェブビューに即座にログイン

します。 

注意：  プッシュボタン/ボタンを押すと、部屋コードを確認できます。   
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参加者画面 

VP2120にブラウザを使ったリモートアクセスで参加者としてログインすると、以下の

画面が表示されます。 

 
 

番号 アイテム 説明 

1 ライブ画面 VP2120からライブ配信されるコンテンツを表示します。 

2 ライブ アイコンの下に緑色の線が表示されている場合、ディスプレ

イではライブストリーミングコンテンツを表示しています。 

3 ホワイトボード アイコンの下に緑色の線が表示されている場合、ディスプレ

イではホワイトボードを表示しています。詳細については、

p.30「ホワイトボード」を参照してください。 

4 司会モード 

 

 

クリックすると、司会モードを有効にします。このモードでは、

ユーザーがオーディオ・ビデオコンテンツを共有することがで

きます。 

5 参加者リスト 

 

 

クリックすると、参加者リストを表示します。このリストでは、ユ

ーザーのオーディオおよびビデオコンテンツをいつでも有効ま

たは無効にできます。 
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番号 アイテム 説明 

6 マイク 

 

 

クリックすると、会議メンバーと会話できます。この機能を利

用するには、マイクがVP2120に接続されているか確認してく

ださい。 

7  

 

クリックすると、PCまたはノートパソコンからVP2120に対して、

画面またはアプリケーションウィンドウを共有し、すべての会

議参加者に配信できるようになります。詳細については、p.48

「画面やアプリケーションウィンドウの共有」を参照してくださ

い。 

8 コントロールパネル 

 

 

クリックすると、VP2120の基本設定にアクセスします。詳細に

ついては、p.58「コントロールパネル」を参照してください。 

9 ログアウト 

 

 

このボタンをクリックすると、VP2120のウェブインターフェース

からログアウトします。 

10 再生/一時停止 ライブストリーミングコンテンツを再生または一時停止できま

す。 

11 音量調節 音量を調整します。アイコンをクリックするとミュートにできま

す。 

12 チャットパネルを無効

にする 

チャットルームを削除して表示を大きくします。 

13 フルスクリーン 表示をフルスクリーンに拡大します。 

14 チャットパネル このパネルを使用すると、他の会議参加者とインスタントメッセ

ージを送信し、やり取りできます。 

ヒント：左上のATENロゴをクリックすると、ATENの公式ウェブサイトにアクセスします。 
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第5章 

Telnetコマンド 
概要 

VP2120は、ホストコンピューターやコントロールシステムなどのデバイスに接続してい

る場合、Telnetコマンドで設定や制御を行えます。この章では、Telnet経由でVP2120

に接続する方法とコマンド構文について説明します。 

 

Telnet経由でVP2120に接続するには 

VP2120との間にTelnetセッションを確立するには、次の手順に従って操作を行ってく

ださい。 

1. ホストコンピューターまたはコントロールシステムのLANを、VP2120と同じネット

ワークに接続します。 

2. コンピューターでコマンドラインプログラムを起動します。 

3. 次のコマンドを入力します： 

telnet [IPアドレス]:23 

4. [Enter] キーを押すと、ログイン画面が表示されます。 

5. ログインプロンプトで、VP2120のユーザー名とパスワードを入力します。 

6. セッションが確立されると、VP2120をTelnet経由で制御・設定できます。コマンド

の詳細は以下を参照してください。 

⬩ p.78「コマンド構文」 

⬩ p.79「コマンド一覧」 

 

注意： 

同じユーザー名で新たにログインすると、先に確立されていたセッションは終了し、最

新のログインに置き換わります。
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コマンド構文 

⬩ コマンドの一般的な形式は、次のとおりです。 

コマンド パラメーター <引数> {1|2|3} 
 

表記 説明 

コマンド コマンドの名前は太字で表示されます。 

パラメーター パラメーターの名前です。 

<引数> 値の名前、またはユーザーが指定しなければならない情報です。 

入力するのはカッコ内の情報だけで、カッコ自体は入力しません。 

[ ] オプションの項目です。入力するのはカッコ内の情報だけで、カッコ自

体は入力しません。 

{ } ユーザーが選択しなければならないオプションです。 

| コマンドラインで、相互に排他的な2つ以上の選択肢を示します。コマン

ドラインでは、オプションを1つだけ入力します。記号は入力しません。 

⬩ 複数のパラメーターを指定しても、その順序が演算結果に影響することは

ありません。例えば、次のコマンドはいずれも同じタスクを実行します。 

コマンド名+パラメーター1+パラメーター2 

コマンド名+パラメーター2+パラメーター1 
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コマンド一覧 

以下のコマンドを使用すると、Telnet経由でVP2120を制御・設定できます。Telnetセッ

ションの確立方法についてはp.77「Telnet経由でのVP2120への接続」を参照してくださ

い。 

 

(引数)ポート番号 

VP2120の各入出力ポートに対応する引数値は、以下の表を参照してください。例え

ば、ビデオHDMI入力の <input_port> 値は i01、オーディオMIC入力の <input_port> 値

は i03 です。 
 

ソース ソース インターフェース ポート番号 

ビデオ入力 HDMI HDMI i01 

ストリーミング モバイル端末 i02 

ビデオ出力 ディスプレイA HDMI o01 

ディスプレイB HDMI o02 

オーディオ入力 マイク ステレオ i03 

ストリーミング ステレオ i04 

メディア ステレオ i05 

オーディオ出力 全体 ステレオ o10 

マイク→ライン出力 ステレオ o11 
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capturescreen 

⬩ 機能・構文 
 

構文 機能 

capturescreen 画像の保存に利用できるUSBストレージ容量を表示

します。 

capturescreen 

{o<output_port>|d<device>} 

画面をキャプチャーして、この画像をVP2120に接続

されたUSBストレージデバイスに保存します。 

⬩ パラメーター 

⬩ o<output_port>：出力ポートを2桁の数字で指定します。 

⬩ 出力1 (ディスプレイA) o01： ディスプレイAの画面をキャプチャーします。 

⬩ 出力2 (ディスプレイB) o02： ディスプレイBの画面をキャプチャーします。 

⬩  d<device>： VP2120に接続されたUSBストレージデバイスを指定します。 

⬩ USBストレージデバイス d01：キャプチャーされた画像がUSBストレージ

デバイスに保存されます。 

⬩ 例 

capturescreen o01 d01 
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displaymode 

⬩ 機能・構文 
 

構文 機能 

displaymode 現在の表示モードを表示します。 

displaymode {matrix | mirror} VP2120をマトリックスモードまたはミラーモードに設定します。 

⬩ パラメーター 

⬩ matrix：実行すると、AVソースを個別に設定し、異なる出力を表示できます。 

⬩ mirror：実行すると、ディスプレイBはディスプレイAと同じ映像を表示します。 

⬩ 例 

displaymode mirror 

 

edid 

⬩ 機能・構文 
 

構文 機能 

EDID 現在のEDIDモードを表示します。 

EDID 

{o<output_port> | default} 

VP2120のEDIDモードを設定します。 

⬩ パラメーター 

⬩ o<output_port>：出力ポートを2桁の数字で指定します。 

⬩ 出力1 (ディスプレイA) o01：VP2120のEDIDモードを、HDMI出力ポートA

に接続されたディスプレイに合わせて設定します。 

⬩ default：VP2120のEDIDモードをATENデフォルトに設定し、接続されたソースに

ATENプリセットのEDIDを送信します。 

⬩ 例 

edid default 
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golive 

⬩ 機能 

ディスプレイAとディスプレイBの間でストリーミングするためのHDMI出力を設定し

ます。 

⬩ 構文 

golive o<output_port> {on | off} 

⬩ パラメーター 

⬩ o<output_port>：出力ポートを2桁の数字で指定します。 

⬩ 出力1 (ディスプレイA) o01：コンテンツをディスプレイAにストリーミング

出力します。 

⬩ 出力2 (ディスプレイB) o02：コンテンツをディスプレイBにストリーミング

出力します。 

⬩ on：指定したポートでGoLive機能を有効にします。 

⬩ off：指定したポートでGoLive機能を無効にします。 

⬩ 例 

golive o01 on 

 

hdcpswitch 

⬩ 機能・構文 
 

構文 機能 

hdcp 現在のHDCPモードを表示します。 

hdcpswitch o<output_port> {on | off} VP2120のHDCPモードを設定します。 

⬩ パラメーター 

⬩ o<output_port>： 出力ポートを指定します。 

⬩ o*：ディスプレイAとディスプレイBでHDCPモードを設定します。 

⬩ on：指定したポートでHDCPモードを有効にします。 

⬩ off：指定したポートでHDCPモードを無効にします。 
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⬩ 例 

hdcpswitch o* on 

 

mute 

⬩ 機能・構文 
 

構文 機能 

mute 各入出力ポートのミュート設定を表示します。 

mute 

{o<output_port>|i<input_port>} {on|off} 

指定したオーディオ入出力のオーディオをミュート/ミ

ュート解除します。 

⬩ パラメーター 

⬩ i<input_port>：入力ポートを2桁の数字で指定します。 

⬩ マイク入力 i03：マイクのオーディオ入力をミュートにします。 

⬩ ストリーミング入力 i04：ストリーミングのオーディオ入力をミュートにします。 

⬩ メディア入力 i05：メディアのオーディオ入力をミュートにします。 

⬩ i*：すべてのオーディオ入力ポートをミュートにします。 

⬩ o<output_port>：出力ポートを2桁の数字で指定します。 

⬩ 全体 o10：全体のオーディオ出力をミュートにします。 

⬩ マイクからライン出力 o11：ストリーミングのオーディオ出力をミュートにしま

す。 

⬩ o*：すべてのオーディオ出力ポートをミュートにします。 

⬩ on：指定した入出力ポートをミュートにします。 

⬩ off：指定した入出力ポートのミュートを解除します。 

⬩ 例 

mute i03 on 
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power 

⬩ 機能 

VP2120の電源をスタンバイモードまたはオンにします。 

⬩ 構文 

power off/on 

⬩ パラメーター 

⬩ off：VP2120の電源をオンからスタンバイモードに変更します。 

⬩ 例 

power off 

 

read 

⬩ 機能 

VP2120本体のクロスポイント設定およびオーディオの入出力情報、EDIDモード、デ

バイス情報、ネットワーク設定を表示します。 

⬩ 構文 

read 

⬩ パラメーター 

⬩ なし 

⬩ 例 

read 
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reboot 

⬩ 機能 

VP2120を再起動します。 

⬩ 構文 

reboot 

⬩ パラメーター 

⬩ なし 

⬩ 例 

reboot 

 

roominfo 

⬩ 機能 

メニュー画面での部屋情報を表示または非表示にします。 

⬩ 構文 

roominfo {on | off} 

⬩ パラメーター 

⬩ on：部屋コード、リモートアクセス用のIPアドレス、会議参加用のQRコードなど

の部屋情報をOSDに表示します。 

⬩ off：部屋コード、リモートアクセス用のIPアドレス、会議参加用のQRコードなど

の部屋情報をOSDに表示しません。 

⬩ 例 

roominfo on 
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scalemode 

⬩ 機能・構文 
 

構文 機能 

scalemode ディスプレイAとディスプレイBのスケールモードの設定を表示

します。 

scalemode o<output_port> 

{ full | fit | cut } 

ディスプレイAとディスプレイBのスケールモードを設定します。 

⬩ パラメーター 

⬩ o<output_port>：出力ポートを2桁の数字で指定します。 

⬩ 出力1 (ディスプレイA) o01：ディスプレイAのスケールモードを設定します。 

⬩ 出力2 (ディスプレイB) o02：ディスプレイBのスケールモードを設定します。 

⬩ o*：ディスプレイAとディスプレイBのスケールモードを設定します。 

⬩ full：ビデオをディスプレイの四辺に合わせて拡大します。 

⬩ fit：コンテンツをカットせずに、ディスプレイに合わせてビデオを比例的に調整し

ます。これにより、画面の上下または左右のいずれかに何らかの空白が残る場

合があります。 

⬩ cut：ビデオをディスプレイいっぱいに合わせて比例的に拡大・縮小します。表示

範囲外になったコンテンツは切り捨てられます。 

⬩ 例 

scalemode o01 full 
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screenshare 

⬩ 機能・構文 
 

構文 機能 

screenshare モバイルデバイスユーザーの情報を一覧表示します。 

screenshare user<id> 

{ full | unfocus} 

指定したIDのユーザーの共有画面にフォーカスを合わせた

り、その画面からフォーカスを解除したりします。 

⬩ パラメーター 

⬩ user<id>：ユーザーIDを1桁の数字で指定します（1～4）。 

⬩ focus：指定したIDのユーザーの画面にフォーカスを合わせます。 

⬩ unfocus：指定したIDのユーザーの画面からフォーカスを解除します。 

⬩ 例 

screenshare user 2 focus 
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sw 

⬩ 機能 

指定した映像ソースを指定したディスプレイに切り替えます。 

⬩ 構文 

sw {o<output_port>} {i<input_port>} 

⬩ パラメーター 

⬩ o<output_port>：出力ポートを2桁の数字で指定します。 

⬩ 出力1 (ディスプレイA) o01：ソースをディスプレイAに切り替えます。 

⬩ 出力2 (ディスプレイB) o02：ソースをディスプレイBに切り替えます。 

⬩ o*：ソースをディスプレイAとディスプレイBに切り替えます。 

⬩ i<input_port>：入力ポートを2桁の数字で指定します。 

⬩ HDMI入力 i01：HDMI入力を指定したディスプレイに切り替えます。 

⬩ ストリーミング入力 i02：ストリーミング入力を指定したディスプレイに切

り替えます。 

⬩ 例 

sw o01 i02 
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swmode 

⬩ 機能・構文 
 

構文 機能 

swmode ディスプレイAとディスプレイBの自動切替モード設定を表

示します。 

swmode {o<output_port>} plugin 

{auto|off} 

ディスプレイAとディスプレイBの自動切替を有効/無効に

します。 

⬩ パラメーター 

⬩ o<output_port>：出力ポートを2桁の数字で指定します。 

⬩ 出力1 (ディスプレイA) o01： ディスプレイAの自動切替を有効にします。 

⬩ 出力2 (ディスプレイB) o02： ディスプレイBの自動切替を有効にします。 

⬩ o*：ディスプレイAとディスプレイBの自動切替を有効にします。 

⬩ auto：指定したディスプレイの自動切替を有効にします。 

⬩ off：指定したディスプレイの自動切替を無効にします。 

⬩ 例 

swmode o01 plugin auto 
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volume 

⬩ 機能・構文 
 

構文 機能 

volume 各入出力ポートの音量を表示します。 

volume 

{o<output_port>|i<input_port>} 

v<volume_number> 

指定した入出力ポートの音量を設定します。 

⬩ パラメーター 

⬩ i<input_port>：入力ポートを2桁の数字で指定します。 

⬩ マイク入力 i03：マイクのオーディオ入力の音量を調整します。 

⬩ ストリーミング入力 i04：ストリーミングのオーディオ入力の音量を調整し

ます。 

⬩ メディア入力 i05：メディアのオーディオ入力の音量を調整します。 

⬩ i*：すべてのオーディオ入力ポートの音量を調整します。 

⬩ o<output_port>：出力ポートを2桁の数字で指定します。 

⬩ 全体 o10：全体のオーディオ出力の音量を調整します。 

⬩ o*：すべてのオーディオ出力ポートの音量を調整します。 

⬩ v<volume_number>：指定したオーディオポートに設定する音量を2桁(01～20)

の数字で指定します。 

⬩ 例 

volume i03 v10 
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whiteboard 

⬩ 機能 

メニュー画面でのホワイトボードを表示または非表示にします。 

⬩ 構文 

whiteboard {on | off} 

⬩ パラメーター 

⬩ on：メニュー画面にホワイトボードを表示します。 

⬩ off：メニュー画面にホワイトボードを表示しません。 

⬩ 例 

whiteboard on 
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第6章 

ビデオプレゼンテーション 

コントロールアプリ 

 

概要 

ATENビデオプレゼンテーションコントロールアプリは、iPhoneやAndroid端末を使用

して、会議への参加、コンテンツの共有、ソースとディスプレイの切り替え、VP2120

デバイスへのシステム設定といった操作を簡単に行うことができるように設計されて

います。 

 

システム要件 

⬩ アプリをインストールする前に、スマートフォンまたはタブレットで使用されてい

るモバイルOSのバージョンが、本製品でサポートされているか確認してくださ

い。詳細は下表のとおりです。 
 

モバイルOS 対応バージョン 

iOS 12.0以降 

Android 8.0以降 

⬩ スマートフォンやタブレットは、ATENプレゼンテーションスイッチャーがセットアッ

プされているネットワークに接続してください。 

 

アプリのインストール 

1. スマートフォンまたはAndroidタブレットでアプリをダウンロードしてインストールし

ます。 

a) 各端末で、App Store（  ）、またはGoogle Play（  ）のアイコンをタッ

プします。 

b) 検索ボックスに「ATEN Video Presentation Control App」と入力します。 
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c) ATENビデオプレゼンテーションコントロールアプリをタップするか、以下の

QRコードをスキャンして、アプリをインストールします。 

 

2. スマートフォンまたはタブレットで、ATENビデオプレゼンテーションコントロール

アプリのアイコン（  ）をタップします。  
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iOS版 

メイン画面 

アプリを起動すると、アプリは最初にスキャン画面を表示します。これはネットワー

ク内にVP2120を検索し、検出されるとリストにて表示されます。各タブの概要につ

いては、下表を参照してください。 
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番号 名称 説明 

1 
情報

 
このアイコンをタップすると、アプリのバージョン、プライバシー

ポリシー、連絡先などの情報が表示されます。 

2 手動接続 このアイコンをタップすると、自動検索ではなくVP2120のIPアド

レスまたは4桁の部屋コードを入力して会議に手動で接続でき

ます。 

3 QRコードリーダー このアイコンをタップすると、QRコードをスキャンして会議に参加

できます。 

4 QRコード画像の

読み込み 

このアイコンをタップすると、会議に参加するためのQRコード画

像をアップロードできます。 
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情報 

下図は情報をクリックした時に表示される画面です。ここには、バージョン、プライ

バシーポリシー、連絡先が表示されます。「連絡先」をタップすると、ATENの公式

ウェブサイトに直接接続することができます。 

 
 

注意： 

特に指定のない限り、本書に記載されている画面はすべてスマートフォン専用で

す。タブレットの実際の画面のレイアウトは、これらの例と若干異なる場合があり

ます。 
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会議への参加 

アプリを通じて会議に参加するには、3つの方法があります。アプリを開いている場合は、

デバイスとアクセス可能な部屋を自動的にスキャンします。あるいは、IPアドレスと部屋

コードの手入力や、QRコードの使用といった方法でも会議に参加できます。本項では、

それぞれの方法について説明します。 

 

自動接続の場合 

会議を自動的にスキャンして参加するには、次の手順に従って操作してください。 

1. ATENビデオプレゼンテーションコントロールアプリを開き、VP2120が検出され

るまで待機します。 

 

2. スキャンが終了し、部屋一覧が表示されたら、会議に参加する部屋をタップ

します。 

 

 

3. 部屋コードを入力し、「接続」をタップします。 
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4. これで、会議に正常に参加できます。 
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手動接続の場合 

会議に手動で接続して参加するには、次の手順に従って操作してください。 

1. ATENビデオプレゼンテーションコントロールアプリを開き、「手動で接続」をタッ

プします。 

 

2. VP2120のIPアドレスと必要な部屋コードを入力し、「接続」をタップします。 

 

3. これで、会議に正常に参加できます。 

 



 

100  

 

QRコードを使用する場合 

QRコードで会議に参加するには、以下の手順に従って操作を行ってください。 

1. ATENビデオプレゼンテーションコントロールアプリを開き、QRコードリーダー

か、「QRコード画像の読み込み」をタップします。 

 
 

2. QRコードリーダーを使用する場合は、QRコードリーダーをタップして、事前に

生成された、またはVP2120で表示されているQRコードを読み取ります。 

3. QRコード画像を読み込む場合は、「QRコード画像の読み込み」をタップして、

事前に生成されたQRコードをアップロードします。 

4. これで、会議に正常に参加できます。 
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会議画面 

会議に正常に参加した場合、以下のような画面が表示されます。 

 

 

各機能については、下表で説明します。 

番号 名称 説明 

1 ライブ画面 VP2120からライブ配信されるとコンテンツをここに表示されます。 

2 再生/一時停止 このアイコンをタップすると、ライブストリーミングコンテンツを再生

または一時停止します。 

3 音量調節 音量を調整します。また、 をタップすると、ミュートにします。 

4 ホワイトボード 

 

 

 

このアイコンをタップすると、スマートフォンまたはタブレットにホワ

イトボードを表示します。詳細については、p.30「ホワイトボード」を

参照してください。 

5 チャットルーム 

 

 

このアイコンをタップすると、チャットパネルが表示されます。この

パネルでは、会議に接続している他の参加者とテキストでやり取

りしたり、ファイルを共有したりすることができます。 
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番号 名称 説明 

6 コントロールパネル 

 

 

 

このアイコンをタップすると、VP2120の基本設定にアクセスします。 

詳細については、p.108「スマートフォンのコントロールパネル」を参照

してください。 

7 ログアウト 

 

 

 

このアイコンをタップすると、ログアウトして会議から退出します。 

8 マイク 

 

 

 

 

ストリーミングがない場合、このアイコンはグレー表示になります。

詳細については、p.120「VPの詳細設定」を参照してください。マイク

が利用可能になった場合、  をタップすると、会議参加者に

話しかけることができます。この場合、アイコンが緑色になります

（  ）。 

9  

 

このアイコンをタップすると、スマートフォン/タブレットの画面を共有

し、すべての会議参加者に配信できるようになります。詳細につい

ては、p.103「コンテンツのストリーミング出力」を参照してください。 

 

  



 

103  

 

コンテンツのストリーミング出力 

VP2120に接続中の参加者は、表示させたいコンテンツをアプリ経由で共有できます。

スマートフォンやタブレットでコンテンツを共有するには、以下の手順に従ってくださ

い。 

1. VP2120で会議に参加したら、スマートフォン/タブレットの画面をタップします。そうす

ると、以下のような画面が表示されます。 

 

2. 「共有開始」をクリックします。そうすると、以下のような警告メッセージが表示されま

す。 

 

3. 以下のような警告メッセージが表示されたら、「放送開始」をクリックします。 
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4. これで、画面全体が会議の参加者全員に共有されています。 

 

注意： 

RTMPが有効になっている場合、選択済みのコンテンツはプリセットされたストリ

ーミングプラットフォーム(RTMP)にストリーミングされます。詳細はp.66を参照し

てください。RTMPが無効の場合、選択したコンテンツはVP2120に配信されま

す。 
 

5. 共有を終了するには、スマートフォンまたはタブレットの画面をタップしてから、

「共有停止」をタップします。 
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チャットルーム 

チャットルームでは、接続中の参加者とテキストをやり取りしたり、情報を共有したり

することができます。ファイル共有により、やり取りできる情報量が増え、十分なフォ

ローアップが可能になります。 

スマートフォンの画面から「チャットルーム」ボタン（  ）をタップすると、以下のよ

うな画面が表示されます。 

 

タブレットの画面から「チャットルーム」ボタン（  ）をタップすると、以下のような

画面が表示されます。 
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ホワイトボード 

ホワイトボードでは、描画、画像の挿入、テキストの作成を行って、参加者や管理者と

共有することができます。また、ホワイトボードはローカルに保存して、後で使用するこ

ともできます。 

スマートフォン/タブレットの画面から「ホワイトボード」ボタン（  ）をタップすると、以

下のような画面が表示されます。各ツールとその目的は下表のとおりです。 

 
 

番号 ツール 説明 

1 鉛筆 タップすると、ホワイトボードに描画する鉛筆の色とサイズを選択

できます。 

2 消しゴム タップすると、ホワイトボード上のピクセルを削除する消しゴムの

サイズを選択できます。 

3 テキスト タップすると、文字色を選択できます。テキストを挿入する方法

については、p.53「テキストの挿入方法」を参照してください。 

4 イメージ タップすると、ホワイトボードに画像を挿入します。 

5 取り消し タップすると、現在の操作を取り消します。 

6 ごみ箱 タップすると、現在のホワイトボードに書かれた内容をすべて削

除します。警告メッセージが表示された場合、「キャンセル」をクリ

ックすると操作を取り消し、「続行」をクリックするとホワイトボード

を削除します。 

7 保存 タップすると、現在のホワイトボードがストレージまたは画像フォ

ルダに保存されます。 

8 ホワイトボード/ 

ディスプレイ 

タップすると、ホワイトボードとディスプレイの背景を選択できま

す。 
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テキストの挿入方法 

ホワイトボードにテキストを挿入するには、以下の手順に従ってください。 

1. 「テキスト」ツールをタップして文字色を選択します。 

2. ホワイトボードの任意の場所をタップしてテキストを挿入します。 

 
 

番号 ツール 説明 

1 

 

タップすると、現在のテキストがホワイトボードに入力されます。 

2 
 

スワイプして現在のテキストを好きな位置にドラッグします。 

 

3 
 

スワイプすると、現在のテキストのサイズを変更できます。 

4 
 

タップすると、現在のテキストを削除します。 
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スマートフォンのコントロールパネル 

コントロールパネルでは次の操作が行えます。 

⬩ 表示ソースの切り替え 

⬩ 表示モード・解像度・アスペクト比の設定変更 

⬩ ネットワーク接続を通じた現在のディスプレイのストリーミング配信（GoLive機

能）  

⬩ VP2120における主なシステム設定 

⬩ 画面キャプチャーの取得 

スマートフォンの画面から「コントロールパネル」ボタン（  ）をタップすると、

以下のような画面が表示されます。 
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ビデオパネル 

 

 

 

ディスプレイに対するソースの切り替え 

ディスプレイに対するソースの切り替えは、次の手順で行ってください。 

1. HDMI入力ソースをディスプレイAに切り替えるには、ビデオパネルからソースを

ディスプレイAにドラッグします。 

 

2. これで、ディスプレイAにHDMI入力のコンテンツが表示されるようになりました。 
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ディスプレイの機能と設定 

GoLive機能を使用したり、マルチビューモードレイアウトを有効にしたり、選択したディス

プレイのディスプレイ設定を行ったりするには、次の手順に従って操作してください。 

1. 選択したディスプレイの右上隅にある  をタップします。 

 

2. そうすると、下図のような画面が表示されます。 

 

 

ツール 説明 

GoLive 

 

 

 

 

 

このアイコンをタップすると、ディスプレイをストリーミング配信します。

VP2120がネットワークに接続されていない場合、このアイコンはグレ

ー表示になります。 

重要： 

⬩ VP2120がネットワークに接続し、かつ、ネットワーク帯域幅が

2MB以上あることを確認してください。 

⬩ 参加者1人につき、少なくとも2MBの帯域幅を使用します。 
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ツール 説明 

ホワイトボード 

 

 

 

このアイコンをタップすると、ホワイトボードの画面が表示されます。

詳細については、p.30「ホワイトボード」を参照してください。 

重要： 

⬩ この機能はディスプレイAでのみサポートされています。 

マルチビュー 

レイアウト 

 

 

 

このアイコンをタップすると、画面上のディスプレイコンテンツのレイ

アウト形式を自動（デフォルト）、シングル、PbP、トリプル、クアッドビ

ューから選択できます。詳細については、p.112「マルチビューレイア

ウト」を参照してください。 

重要： 

⬩ この機能はストリーミング入力ソースでのみ利用できます。 

表示設定 

 

 

このアイコンをタップすると、アスペクト比、解像度、自動切替などの

表示設定が行えます。詳細については、p.113「表示設定」を参照し

てください。 

 

ホワイトボード 

ディスプレイAでホワイトボードを有効にするには、選択したディスプレイから  をタッ

プしてください。 
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マルチビューレイアウト 

ストリーミング入力をマルチビューレイアウトにて表示させるには、以下の手順に従

ってください。 

1. 選択したディスプレイで  をタップします。そうすると、以下のような画面が表

示されます。 

 
 

2. 希望のレイアウトを選択します。 
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表示設定 

選択したディスプレイのシステム設定を行うには、  をタップします。そうすると、

以下のような画面が表示されます。 

 
 

システム設定 
 

説明 注意：デフォルト設定は太字で

表記されています。 

解像度 ディスプレイデバイスの解像度とリフレッシュレートの設

定を選択します。この項目は、ディスプレイがVP2120本

体に接続されている場合にのみ使用できます。 

アスペクト比 ⬩ スケール：ディスプレイの四辺にぴったり合うよう

にビデオを拡大します。 

⬩ 自動調整：コンテンツをカットせずに、ディスプレイ

に合わせてビデオを比例的に調整します。これによ

り、画面の上下または左右のいずれかに何らかの

空白が残る場合があります。 

⬩ 自動カット：ビデオをディスプレイいっぱいに合わ

せて比例的に拡大・縮小します。表示範囲外にな

ったコンテンツは切り捨てられます。 

自動切替 ディスプレイデバイスの自動切替をオン/オフにします。 
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画面キャプチャー 

画面をキャプチャーするには、  をタップします。キャプチャーした画像

は、VP2120のUSBポートに接続したストレージデバイスに保存されます。この機

能を使用する前に、VP2120にストレージデバイスが挿入されていることを確認し

てください。 

 

司会モード 

司会モードが有効になると、管理者が参加者のビデオとオーディオの共有リクエス

トを管理できるようになります。 

 

司会モードを有効にするには、以下の手順に従ってください。 

 

1. ビデオパネルで  をタップします。 

2. ポップアップダイアログが表示されます。 

⬩ 参加者がビデオとオーディオコンテンツを自動的に共有できるようにするに

は、「はい」をタップします。 

⬩ 参加者のビデオとオーディオの共有リクエストを却下するには、「いいえ」をタ

ップします。 
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3. 司会モードが有効になると、司会モードボタンが緑色になり

（  ）、「参加者リスト」アイコン（  ）が表示されま

す。 

 

4.  をタップして参加者リストを表示します。 

⬩ 参加者リストの下部にあるチェックボックスをオンにすると、参加者から司会

者にリクエストしなくても、すぐ共有できるようになります。 

⬩ このチェックボックスをオフにすると、参加者のビデオとオーディオの共有リ

クエストを司会が許可するか確認画面が表示されます。 
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5. 参加者からオーディオリクエストが送信されると、以下のメッセージが表示され

ます。オーディオコンテンツを共有する場合は、「OK」をタップします。オーディオ

コンテンツの共有を却下する場合は、「キャンセル」をタップします。 

 

6. 参加者からビデオリクエストが送信されると、以下のメッセージが表示され

ます。ビデオコンテンツを表示する場合は、「OK」をクリックします。ビデオコ

ンテンツの表示を却下する場合は、「キャンセル」をクリックします。 

 

7. 1人の参加者からビデオとオーディオコンテンツが共有されている場合、参加者

リストは次のようになります。 
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8. 参加者からのオーディオ共有を停止するには、  をタップします。以下のメ

ッセージが表示されたら、「OK」をタップします。 

 

9. 参加者からのビデオ共有を停止するには、  をタップします。以下のメッ

セージが表示されたら、「OK」をタップします。 

 

10. 1人の参加者からのビデオとオーディオのコンテンツを共有停止すると、参加者

リストは次のようになります。 
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ツール 説明 

 

参加者のオーディオコンテンツが共有されています。このアイコンをクリ

ックすると、オーディオ共有を無効にします。 

 

参加者のビデオコンテンツが共有されています。このアイコンをクリック

すると、ビデオ共有を無効にします。 

 

参加者のオーディオコンテンツの共有を停止しています。このアイコンを

クリックすると、オーディオ共有を有効にします。 

 

参加者のビデオコンテンツの共有を停止しています。このアイコンをクリ

ックすると、ビデオ共有を有効にします。 

 

  



 

119  

 

オーディオパネル 

 

 

 

システム設定 
説明 

注意：太字で表記されているのはデフォルト設定です。 

オーディオ 全体ボリューム ⬩ 増加（+） 

⬩ 減少（-） 

⬩ ミュート 

VP2120に接続されたスピーカー

の音量を設定します。  をタッ

プすると、ミュートにします。 

マイク音量 ⬩ 増加（+） 

⬩ 減少（-） 

⬩ ミュート 

VP2120に接続されたマイクの

音量を設定します。  をタッ

プすると、ミュートにします。 

ストリーミング音量 ⬩ 増加（+） 

⬩ 減少（-） 

⬩ ミュート 

ストリーミング入力ソースの音量

を設定します。  をタップする

と、ミュートにします。 

HDMI入力音量 ⬩ 増加（+） 

⬩ 減少（-） 

⬩ ミュート 

接続されたソースの音量を設定し

ます。  をタップすると、ミュート

にします。 
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VPの詳細設定 

VP2120の詳細設定を行うには、スマートフォンの画面から「VPの詳細設定」ボタン

（  ）をタップします。そうすると、以下のような画面が表示されます。 
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全般 

 
 

システム設定 
説明 

注意：太字で表記されているのはデフォルト設定です。 

全般 部屋コード ⬩ 無効 

⬩  コードを更新 

有効になっていると、会議に参加するための

部屋コードを生成します。 

ミラーモード ⬩ 有効 

⬩ 無効 

2台のディスプレイを接続すると、同じ映像を分

配します。個別に設定を変更することはできま

せん。チェックボックスを有効にすると、常にデ

ィスプレイAの設定が基準となり、自動でディス

プレイBに適用されます。 

フロントパネル 

ボタンのロック 

⬩ 無効 

⬩ 5秒後 

⬩ 30秒後 

⬩ 5分後 

メニュー画面が無操作状態のまま、ここで指定

した時間が経過すると、フロントパネルのプッ

シュボタンが自動的にロックされます。 

OSD言語 メニュー画面の表示言語を設定します。 
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詳細設定 

 

 

システム設定 
説明 

注意：太字で表記されているのはデフォルト設定です。 

詳細設定 HDCPモード ⬩  HDCPなし 

⬩ HDCP 

この機能を有効にすると、HDCP（著

作権保護機能）が動作し、オーディオ

およびビデオの不正コピーを防止しま

す。 

EDIDモード ⬩ ATENデフォルト 

⬩ ディスプレイA 

⬩ ATENデフォルト：このモードで

は、接続されたソースにATEN

プリセットのEDIDが送信されま

す。 

⬩ ディスプレイA：接続されたソー

スにディスプレイAのEDIDを送

信するモードです。 
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OSD通知 

 

 

システム設定 
説明 

注意：太字で表記されているのはデフォルト設定です。 

OSD通知 時刻の表示 ⬩ 3秒 

⬩ 5秒 

⬩ 10秒 

⬩ 無効 

メニュー画面で通知メッセージの表示時間

を設定できます。また、この機能を無効にす

ることもできます。 

ウェブ通知 ⬩ 無効 

⬩ 有効 

ブラウザ操作で実行されたユーザーアクシ

ョンに関する通知を表示します。 

システム通知 ⬩ 無効 

⬩ 有効 

システム状態、デバイス接続状態、および

メニュー画面で操作されたユーザーアクシ

ョンに関する通知を表示します。 
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情報 

 
 

システム設定 
説明 

注意：太字で表記されているのはデフォルト設定です。 

情報 ベンダー、ファームウェアバージョン、

シリアル番号、ハードウェアバージョ

ン、ビルドバージョン 

システム情報を表示します。 
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付録 
 

安全にお使いいただくために 
 

全般 

⬩ 本製品は屋内専用です。 

⬩ 製品パッケージに同梱されているすべてのドキュメントをお読みください。ドキュ

メントは後で参照できるよう保管してください。 

⬩ デバイスに表示されている警告や指示に従ってください。 

⬩ 不安定な場所（カート、簡易スタンド、テーブルなど）に置かないでください。落下

すると深刻な損傷の原因になります。 

⬩ 水や湿気が多くある場所の近くで使用しないでください。 

⬩ 冷却装置や加熱機器の近く、またはその上に置かないでください。 

⬩ 排熱機構のない場所に設置しないでください。特に組み込みエンクロージャー

内での使用は避けてください。 

⬩ 液体をこぼさないでください。 

⬩ お手入れの際は必ず電源プラグを抜いてください。液体やスプレー式のクリー

ナーは使用せず、湿らせて固く絞った布で拭いてください。 

⬩ マーキングラベルに記載された電源タイプで使用してください。不明な場合は販

売店または電力会社に確認してください。 

⬩ システム損傷を防ぐため、必ず接地してください。 

⬩ 電源コードやケーブルの上に物を置かないでください。踏んだり、つまずいたり

しないよう配線してください。 

⬩ 映像・ネットワーク・電源ケーブルは丁寧に扱い、上に物を置かないでください。 

⬩ 本体の端子に異物を差し込まないでください。感電・ショート・火災の原因になり

ます。 

⬩ 修理はご自身で行わず、不明点は技術サポートにご相談ください。保守は有資

格の担当者に依頼してください。 
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⬩ 次のような場合は、すぐに電源プラグを抜き、技術サポートに修理を依頼してく

ださい。 

⬩ 電源コードやプラグが損傷または摩耗している。 

⬩ デバイスに液体をこぼした。 

⬩ デバイスが雨や水などに濡れた。 

⬩ デバイスを落下させた、またはキャビネットが破損した。 

⬩ 数年正常に動作していたデバイスの動作にて異常が見られる。 

⬩ 複数ある同じ機器でも特定の個体だけが正常に動作しない。 

⬩ マニュアルに記載されていない操作や調整を行うと、重大な故障や専門技術者

による大規模な修理が必要になる場合があります。 
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ラックへのマウント 

⬩  作業を行う前に、スタビライザーがラックと床に固定され、重心が安定してい

ることを確認してください。 

⬩ 機器は必ず下から上に向かって搭載し、最も重い機器を下に設置してくださ

い。 

⬩ 機器増設作業の前に、ラックが水平で安定していることを確認してください。 

⬩ 電源が過負荷にならないよう注意してください。ラック全体の電源負荷は最大

でも80%を超えないように設定してください。 

⬩ ラックに搭載したデバイスや電源タップは、すべて正しく接地されていることを

確認してください。 

⬩ ラック内の排熱と通気が十分に確保されるよう設置してください。 

⬩ 本製品で定められた保管温度範囲内で使用できるよう、設置場所の室温を

調整してください。 

⬩ 動作中のデバイスに乗ったり踏んだりしないでください。 
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技術サポート 

インターナショナル 

⬩ オンラインでの技術サポート(トラブルシューティング、マニュアル、および

ソフトウェアアップデートを含む)の場合：http://support.aten.com 

⬩ 電話によるサポートは、次の番号までお問い合わせください。 

インターナショナル 886-2-8692-6959 

中国 86-400-810-0-810 

日本 81-3-5615-5811 

韓国 82-2-467-6789 

北米 1-888-999-ATEN ext 4988 

1-949-428-1111 

 

北米 
 

Eメールサポート support@aten-usa.com 

オンラインテクニカル

サポート 

ドキュメント 

ソフトウェア更新 

トラブルシューティング 

http://www.aten-usa.com/support 

電話によるサポート 1-888-999-ATEN ext 4988 

 

お問い合わせいただく際には、あらかじめ以下の情報をご用意ください。 

⬩ 製品型番、シリアル番号、購入日 

⬩ OS、リビジョン・レベル、拡張カード、およびソフトウェアを含むコンピューター構

成 

⬩ エラー発生時に表示されるエラーメッセージ 

⬩ エラーに至るまでの操作の順序 

⬩ 他にも役立つと思われる情報 

 

  

mailto:support@aten-usa.com
http://www.aten-usa.com/support
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製品仕様 

 

機能 VP2120 

ビデオ入力 

インターフェース HDMI Type-A メス×1（Black） 

ビデオ出力 

インターフェース HDMI Type-A メス×2（Black） 

最大距離 HDMI：最大15m 

ビデオ 

最大解像度 HDMI：最大1080p @ 60Hz 

規格準拠 HDMI：HDCP 1.4準拠、CEC対応 

オーディオ 

入力 マイク：ステレオミニジャック メス×1（Pink） 

出力 ステレオオーディオ：ステレオミニジャック メス×1（Green） 

コネクター 

コンソールポート USB 3.0：USB Type-A メス×1（Blue） 

電源 DC電源ジャック×1（Black） 

制御 

屈折率 ステレオミニジャック メス×1（Black） 

イーサネット RJ-45 メス×1（Silver） 

スイッチ 

電源 プッシュボタン×1（LED：Green） 

選択 部屋情報：プッシュボタン×1 

メニュー：プッシュボタン×1 

Left：プッシュボタン×1 

Right：プッシュボタン×1 

Down：プッシュボタン×1 

Up/Unlock：プッシュボタン×1 

Volume：ツマミ×1 

Enter：プッシュボタン×1 

Esc：プッシュボタン×1 

EDID 設定 EDIDモード：ATENデフォルト / ディスプレイA 

 



 

130  

 

機能 VP2120 

電源 

消費電力 DC12V:14.46W:87BTU 

動作環境 

動作温度 0～40℃ 

保管温度 -20～60℃ 

湿度 0～80%RH、結露なきこと 

ケース 

ケース材料 メタル 

重量 1.14kg（2.51lb） 

サイズ(W×D×H) 20.00×16.92×4.40cm（7.87×6.66×1.73インチ） 
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